
加
賀
藩
の
十
村
・
村
肝
煎
制
度
の
成
立
過
程
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若
林
喜
三
郎

㌶
詰
軍
藩
の
叢
簾
琴
曙
期
の
改
作
法
の
砦
ξ
・
確
妾
れ
、
覆
は
そ
の
講
謹
、
な
い
し
修
正
・
し
て
理
痴
れ
・
．
…

…郷
ｺ
支
配
の
形
書
し
て
特
色
の
あ
る
＋
村
．
二
巴
制
度
一
，
も
、
ち
う
ん
改
作
法
施
行
の
一
前
塾
し
て
血
兀
成
さ
れ
を
み
て
よ
い
で
あ
ろ
㍉
…

こ
の
十
村
・
村
肝
煎
の
成
立
期
は
、
お
よ
そ
次
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ω
天
正
九
－
慶
長
九
（
扶
持
百
姓
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
郷
・
組
を
支
配

し
た
時
代
か
ら
、
十
村
肝
煎
と
十
村
組
の
設
定
ま
で
）
、
㈲
慶
長
九
一
元
和
六
（
初
期
扶
持
百
姓
の
整
理
、
十
村
と
村
肝
煎
と
の
分
化
）
、
③
寛
永
一
慶
安
．
　
㌔

明
暦
（
改
作
法
の
準
備
期
、
十
村
翁
渡
の
整
備
と
強
化
）
。
　
本
稿
で
は
、
前
田
利
家
の
能
登
入
部
以
来
元
和
講
武
に
至
る
ま
で
約
三
五
年
魚
、
右
の
区
分
で
　
…

は
ω
と
②
ξ
い
て
み
よ
　
と
す
る
の
で
あ
る
が
・
二
代
裂
か
ら
三
代
利
常
と
引
継
が
れ
る
戦
乱
の
時
節
に
あ
っ
て
・
切
実
な
・
現
実
的
な
・
と
芝
は
一

性
急
で
さ
え
あ
る
領
主
の
要
求
に
対
し
、
領
飛
た
ち
は
そ
れ
を
い
か
に
受
取
り
、
い
か
に
こ
た
え
た
か
、
と
い
う
こ
と
が
主
題
と
な
る
。
そ
こ
で
、
領
民
の
　
…

中
か
ら
え
ら
ば
れ
扶
蓼
量
ら
れ
た
郷
村
の
書
込
た
ち
娠
課
さ
れ
た
任
務
・
そ
の
馨
の
た
め
に
生
ず
る
給
人
●
代
官
ら
・
及
び
一
襲
民
響
の
一

対
立
関
係
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
諸
般
の
条
件
の
中
で
、
小
農
属
の
自
立
へ
の
う
ご
き
を
中
心
に
、
発
展
を
続
け
る
村
の
現
実
に
立
脚
し
て
、
こ
れ
を
十
　
…

村
・
村
肝
煎
制
度
の
体
系
に
統
合
し
て
行
く
過
程
を
み
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
　
　
　
ま
　
じ
　
め
　
こ

　
加
賀
藩
の
地
方
支
配
に
は
、
十
村
と
称
す
る
特
異
な
大
庄
屋
制
度

が
あ
り
、
近
年
藩
制
成
立
期
の
諸
問
題
が
再
検
討
さ
れ
る
と
い
う
機

運
の
中
で
、
内
外
の
研
究
者
た
ち
の
注
目
を
あ
び
る
と
こ
ろ
と
な
つ

　
お
よ
そ
加
賀
藩
の
農
政
や
農
業
の
歴
史
に
関
す
る
限
り
、
何
ら
か

の
程
度
に
お
い
て
十
寸
に
ふ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
十

村
へ
の
関
心
は
早
く
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
農
政
史
研
究
の
先
達

小
田
吉
之
丈
氏
屯
、
そ
の
名
著
『
加
賀
藩
農
政
史
考
』
に
は
十
村
の
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た
め
に
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
　
「
口
郡
十
村
土

筆
」
そ
の
他
を
も
つ
て
、
十
村
関
係
史
料
を
き
わ
め
て
豊
富
に
提
示

し
て
お
ら
れ
る
。
最
近
は
富
山
県
入
善
の
米
沢
元
魚
網
が
、
十
村
家

の
子
孫
た
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
家
所
蔵
の
古
文
書
を
中
心
と
し
て
、

『
加
賀
藩
の
十
村
制
度
』
を
刊
行
さ
れ
た
。
十
村
研
究
の
手
引
書
と

し
て
好
著
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
人
の
業
績
を
継
承
し
て
、
十
村

制
度
の
生
成
発
展
を
、
近
世
史
上
に
正
し
く
位
置
付
け
る
こ
と
が
、

研
究
者
に
の
こ
さ
れ
た
現
在
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
筆
者
も
、
か
つ
て
「
文
政
二
年
十
村
断
獄
始
末
」
な
る
小
論
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

つ
て
、
中
期
以
後
の
十
村
の
変
質
過
程
を
概
観
し
た
こ
と
が
あ
る
。

十
村
の
成
立
に
関
す
る
考
究
は
、
当
時
か
ら
意
図
し
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
が
、
近
年
十
村
の
み
な
ら
ず
、
村
肝
前
…
の
成
立
に
関
し
て
も
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

者
な
り
に
一
応
の
構
想
を
も
つ
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
十
村
に
関

し
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
肝
煎
に
つ
い
て
は
な
お
さ
ら
史
料
は
得
難

い
し
、
し
か
も
極
初
期
に
は
両
者
は
切
離
し
難
い
関
係
に
あ
っ
て
考

察
を
困
難
に
す
る
の
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
当
然
未
熟
な
論
考
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
本
稿
を
も
つ
て
あ
え
て
そ
の
一
端
を
公
表
す

る
の
は
、
ひ
ろ
く
同
学
の
批
判
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、
多
少
の
参
考
と

も
な
ら
ば
と
ね
が
う
か
ら
で
あ
る
。

　
十
村
、
村
肝
煎
の
区
別
も
、
史
料
の
上
で
は
は
つ
き
三
つ
か
め
な

い
加
賀
藩
創
立
の
当
初
か
ら
、
こ
の
両
者
が
制
度
上
で
明
確
に
分
化

す
る
元
和
年
間
ま
で
に
時
代
を
限
り
、
そ
の
主
題
は
、

　
ω
　
領
主
が
戦
陣
忽
忙
の
闘
に
領
内
郷
村
に
何
を
要
求
し
、
初
期

　
　
十
村
、
村
肝
前
…
に
例
を
望
ん
だ
か
。

　
②
　
領
民
は
こ
れ
に
対
し
い
か
な
る
反
応
を
示
し
、
初
期
十
村
、

　
　
村
肝
煎
は
、
領
主
、
領
民
の
問
に
介
在
も
て
い
か
に
処
し
て
行

　
　
つ
た
か
。

　
③
　
諸
般
の
情
勢
変
化
に
基
き
、
領
主
は
十
村
、
村
肝
思
至
度
を

　
　
い
か
に
つ
く
り
あ
げ
て
行
っ
た
か
。

の
三
点
に
求
め
た
い
と
思
う
。

①
　
顕
薯
な
も
の
は
、
児
玉
幸
多
氏
を
代
露
命
と
す
る
近
世
村
落
自
治
研
究

　
会
で
、
名
園
的
に
大
庄
屋
の
史
料
調
査
が
重
点
的
に
行
わ
れ
る
う
ち
に
、

　
加
賀
灘
掛
の
十
村
制
度
も
と
り
あ
げ
ら
れ
、
昭
和
三
十
一
、
三
十
二
年
の
両

　
度
に
わ
た
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

　
金
沢
の
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
の
館
長
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ラ
ー
シ
エ
ム
氏

　
も
在
任
期
聞
の
ほ
と
ん
ど
を
十
村
研
究
に
「
う
ち
こ
み
、
氏
の
骨
折
で
、
石

　
川
県
河
北
郡
押
水
町
喜
多
＝
一
郎
家
の
所
蔵
文
書
の
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム

　
が
多
数
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
や
大
学
へ
送
ら
れ
た
。

⑨
　
　
『
歴
史
評
論
』
四
一
号
。

③
右
の
近
世
村
落
窟
治
研
究
会
の
「
十
村
研
究
」
に
お
い
て
課
せ
ら
れ
た

41　（659）



の
は
十
村
の
下
部
組
織
た
る
村
の
自
治
に
関
す
る
調
査
研
究
で
あ
る
。
ま

た
、
昭
和
三
十
三
年
よ
り
は
じ
め
ら
れ
た
、
研
東
多
三
部
氏
を
中
心
と
す

る
藩
政
史
研
究
会
の
「
藩
制
成
立
史
の
綜
合
的
研
究
」
で
は
、
　
「
藩
の
地

方
支
配
鞭
携
」
が
謀
題
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
そ
れ
ら
に

こ
た
え
る
た
め
の
一
つ
の
素
描
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

陶
　
前
回
利
家
の
戦
歴
と
能
登
就
治

　
前
田
利
家
が
引
越
大
名
と
し
て
能
登
に
入
部
し
た
の
は
天
正
九
年

で
あ
っ
た
。
翌
十
年
六
月
、
織
田
信
長
の
横
死
か
ら
豊
臣
秀
吉
が
こ

れ
に
代
っ
て
統
一
事
業
を
完
成
す
る
に
あ
た
っ
て
利
家
は
こ
れ
に
臣

事
し
た
。
さ
ら
に
、
慶
長
三
年
の
秀
吉
の
死
に
つ
い
で
岡
四
年
に
利

家
も
死
し
た
た
め
、
そ
の
長
子
利
長
が
継
承
し
た
が
、
同
五
年
の
関

が
原
合
戦
に
は
徳
川
方
と
し
て
の
旗
色
を
あ
き
ら
か
に
し
、
大
坂
陣

に
は
そ
の
第
三
代
利
常
が
参
戦
し
て
戦
功
を
あ
げ
、
一
二
〇
万
石
の

大
領
主
と
し
て
、
譜
代
・
外
様
を
通
じ
て
最
大
の
雄
藩
を
構
成
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
争
遂
行
上
，
目
前
の
政
治
的
、
経
済
的
な
要
求
を
充
た
す
た
め

に
、
領
民
を
掌
握
し
、
生
産
増
加
と
領
内
治
安
の
維
持
を
は
か
る
こ

と
は
、
各
大
名
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
が
、
前
田
家
の
よ
う
な
引
越

大
名
の
場
合
に
は
、
そ
の
実
現
の
困
難
さ
は
よ
り
大
き
か
っ
た
筈
で
、

そ
れ
だ
け
に
郷
村
の
中
核
た
る
村
役
人
へ
の
期
待
も
大
き
か
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
利
長
・
利
回
の
施
策
は
後
節
で
ふ
れ
る
こ
と
と
し
て
、

ま
ず
利
家
一
代
の
戦
歴
と
領
国
統
治
に
つ
い
て
、
年
譜
的
に
み
て
お

こ
う
と
思
う
。

　
天
正
八
年
、
信
長
と
石
山
本
願
寺
と
の
和
議
成
立
し
、
孤
立
化
し

た
加
賀
の
一
向
一
揆
も
あ
ら
ま
し
平
定
さ
れ
た
が
、
能
登
で
は
畠
山

氏
の
遺
距
長
連
罷
が
織
田
軍
を
背
景
と
し
て
、
主
家
及
び
父
祖
の
仇

敵
温
井
景
隆
ら
を
敗
り
、
同
年
九
月
鹿
島
半
郡
（
鹿
島
郡
の
西
南
部
、

約
三
万
石
）
を
苑
行
さ
れ
た
。
当
時
北
庄
（
福
井
）
に
は
柴
田
勝
家
、

群
山
（
金
沢
）
に
は
佐
久
間
盛
政
が
お
か
れ
、
　
北
越
の
上
杉
景
勝
及

び
一
揆
の
残
党
に
対
す
る
重
鎮
た
り
、
能
登
に
対
し
て
は
あ
ら
た
に

天
正
九
年
三
月
、
菅
尾
長
頼
を
七
尾
に
、
前
田
利
家
を
菅
原
に
、
福

富
行
清
を
富
木
（
裏
罫
）
に
配
し
た
。
　
つ
い
で
同
年
八
月
能
登
四
竹

は
利
家
に
宛
行
さ
れ
、
連
龍
が
そ
の
与
力
と
な
っ
て
よ
り
能
登
の
大

勢
は
定
ま
り
、
す
な
わ
ち
利
家
は
旧
領
越
前
府
中
よ
り
七
尾
城
に
う

つ
り
、
能
登
経
営
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
は
じ
め
、
利
家
は
羽
咋
郡
の
飯
山
の
西
方
大
恵
寺
な
る
寺
屋
敷
を

見
立
て
て
こ
こ
に
住
せ
ん
と
し
た
が
、
農
水
が
乏
し
か
っ
た
た
め
菅

原
に
移
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
菅
原
は
旧
北
野
天
神
社
領
菅
原
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荘
の
酋
邑
で
、
天
満
富
が
塾
図
さ
れ
て
い
た
。
　
「
能
登
名
跡
志
」
に

は
、
　
「
利
家
公
御
合
戦
の
御
勝
利
を
此
神
社
へ
祈
り
給
ふ
に
霊
験
あ

り
・
し
ょ
り
、
社
頭
御
建
立
あ
り
、
御
被
領
も
御
寄
附
あ
り
、
菅
原
の

姓
の
始
り
は
、
此
所
よ
り
起
れ
る
と
云
説
も
有
、
い
か
が
」
と
、
前

田
氏
の
菅
原
姓
を
称
す
る
こ
と
に
興
味
深
い
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い

る
。
た
し
か
に
、
天
正
十
年
八
月
二
十
日
、
菅
原
天
神
挽
に
五
〇
俵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
寄
進
し
、
社
僧
に
四
〇
俵
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
史
料
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と
な
　
　
　
◎

一
六
三
頁
）
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
同
月
五
日
に
同
村
の
長
百
姓
行
長
に

一
五
俵
を
扶
持
し
て
い
る
の
が
（
史
料
一
、
一
六
二
買
）
、
日
下
の
と
こ

ろ
、
長
百
姓
へ
の
扶
持
に
関
す
る
最
初
の
記
録
と
し
て
注
意
せ
ら
れ

る
。　

現
存
史
料
で
は
、
入
部
以
来
郷
村
へ
の
最
初
の
指
令
は
、
九
年
九

月
八
日
の
鳳
至
郡
道
下
村
田
姓
に
あ
て
た
逐
電
百
姓
の
召
還
に
関
す

る
も
の
で
（
史
料
一
、
＝
○
頁
）
、
そ
れ
に
つ
い
で
は
、
同
年
十
月
九

日
の
珠
洲
郡
正
院
村
百
姓
に
あ
て
た
代
官
ら
の
非
分
に
対
す
る
訴
訊

勧
奨
と
な
っ
て
い
る
（
史
料
一
、
二
六
頁
）
。
道
下
村
は
奥
能
登
の
西

北
地
域
、
正
院
村
は
東
南
地
域
の
要
地
に
あ
る
。
そ
の
地
域
に
至
る

ま
で
早
く
も
利
家
の
威
令
が
届
い
て
い
た
わ
け
で
、
そ
の
濤
的
の
た

め
に
代
官
以
下
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
翌
天
正
十
年
正
月
か
ら
、
府
中
（
現
七
尾
市
市
街
部
）
に
新
城
郭
の

構
築
を
は
じ
め
、
そ
の
た
め
鳳
至
郡
中
居
の
鋳
物
師
に
鋳
物
の
指
出

し
を
命
じ
て
い
る
が
（
災
料
一
、
＝
六
頁
）
、
や
が
て
上
杉
征
伐
の
た

め
に
、
　
柴
田
・
佐
久
關
・
佐
々
ら
と
と
も
に
越
中
に
出
陣
、
　
富
山

城
・
魚
津
城
な
ど
を
攻
略
し
た
。
そ
の
聞
に
上
杉
の
水
軍
が
奥
能
登

に
侵
入
す
る
と
い
う
情
報
が
入
っ
た
の
で
、
　
利
家
は
下
郡
（
鳳
至
・

珠
洲
二
郡
を
卑
ハ
郡
、
羽
咋
・
鹿
島
二
宮
を
口
郡
と
い
う
）
の
百
耐
上
中
に
あ
・
て

て
防
戦
を
命
じ
、
　
留
守
居
の
将
真
柄
助
三
郎
ら
に
戒
厳
を
令
し
た

（
史
料
一
、
一
ニ
ニ
頁
）
。
結
局
黒
滝
長
（
長
家
の
庶
流
で
、
越
後
黒
滝
に
移

り
、
上
杉
家
の
魔
下
に
あ
っ
た
も
の
）
黄
連
が
鳳
至
郡
棚
木
城
を
占
拠
し
、

利
家
の
命
を
奉
じ
て
魚
津
か
ら
か
え
っ
た
長
達
龍
に
よ
っ
て
討
伐
さ

れ
た
。
後
述
す
る
十
村
の
由
緒
書
上
類
に
記
す
と
こ
ろ
の
、
黒
滝
長

へ
の
防
戦
は
、
こ
の
と
き
の
働
き
を
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
十
年
六
月
、
本
龍
寺
に
お
け
る
信
長
横
死
の
報
に
よ
っ

て
諸
将
も
軍
を
か
え
し
た
が
、
上
杉
方
に
通
ず
る
温
井
・
三
宅
ら
が

石
動
山
天
平
寺
の
衆
徒
と
結
ん
で
荒
山
城
に
よ
り
七
尾
を
う
か
が
っ

た
の
で
、
利
家
は
こ
れ
を
攻
略
し
、
天
平
寺
を
焼
い
た
。
前
述
菅
原

村
の
行
長
を
は
じ
め
と
し
、
各
地
の
長
百
姓
に
扶
持
を
与
え
、
菅
原

天
神
は
じ
め
羽
轍
鮒
滝
谷
の
妙
傍
熱
、
気
多
神
社
な
ど
有
力
な
社
寺
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に
、
し
き
り
に
寄
進
を
し
た
の
は
、
こ
の
年
の
八
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
扶
持
・
寄
進
が
、
郷
村
支
配
確
立
の
効

果
を
ね
ら
っ
た
竜
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
ま
た
、

こ
の
頃
利
家
が
領
内
の
巡
見
を
行
っ
た
と
い
う
説
も
あ
り
、
本
年
か

ら
翌
ナ
一
年
に
か
け
て
、
検
地
を
行
っ
た
ら
し
く
、
検
地
帳
が
各
地

に
残
っ
て
い
る
。

　
次
に
天
正
十
一
年
四
月
に
ぽ
、
柴
田
・
佐
久
間
を
破
っ
た
豊
臣
秀

吉
を
金
沢
に
迎
え
、
石
川
こ
河
北
二
世
を
加
増
さ
れ
て
加
賀
進
出
の

足
が
か
り
を
得
た
。
す
な
わ
ち
、
利
家
は
金
沢
に
移
っ
て
こ
こ
を
本

拠
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
越
中
の
佐
々
成
政
と
好
か

ら
ず
、
七
尾
城
や
穴
水
城
の
営
繕
に
つ
と
め
て
こ
れ
に
そ
な
え
た
。

や
が
て
、
翌
天
正
十
二
年
末
森
合
戦
に
て
成
政
に
対
し
て
優
位
を
占

め
、
十
三
年
九
月
に
至
っ
て
成
政
が
肥
前
に
転
じ
た
あ
と
利
家
は
越

中
三
郡
を
得
て
、
そ
の
領
域
は
一
二
州
に
ま
た
が
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
越
え
て
天
正
十
八
年
の
小
田
原
陣
に
は
、
利
家
・
利
長
父
子
も
参

戦
、
そ
の
平
定
後
、
石
田
三
成
・
浅
野
長
政
ら
と
と
も
に
奥
州
五
四

郡
の
検
地
に
従
事
し
た
。
す
で
に
天
正
十
六
年
に
は
、
羽
咋
郡
そ
の

他
で
刀
狩
を
行
っ
た
記
録
が
あ
り
（
史
料
一
、
三
七
六
頁
）
、
地
方
支
配

も
お
い
お
い
緒
に
つ
い
て
来
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
小
田
原

陣
終
了
後
間
も
な
く
文
禄
・
慶
長
の
役
と
な
り
、
利
家
は
席
あ
た
た

ま
る
間
・
も
、
な
く
秀
吉
に
し
た
が
っ
て
肥
前
名
護
屋
に
お
も
む
き
征
明

都
督
の
要
職
に
つ
い
た
。
こ
の
た
び
は
海
を
隔
て
て
の
外
征
で
あ
り
、

利
家
懸
盤
も
「
今
度
程
の
せ
ん
ど
は
、
後
さ
き
又
と
あ
る
ま
じ
く
泳

程
に
」
な
ダ
」
・
と
非
常
ゆ
な
軌
仏
立
口
脚
を
か
た
り
議
な
四
か
訟
ソ
　
（
史
料
～
、
　
四
六
〇
百
ハ
）
、

留
守
居
の
奉
行
ら
を
駆
っ
て
領
内
の
治
安
と
生
産
、
さ
ら
に
糧
食
や

軍
需
資
材
の
輸
送
の
円
滑
を
は
か
ら
せ
て
い
る
。

　
す
で
に
征
明
戦
に
そ
な
え
て
敦
賀
の
高
島
屋
伝
右
衛
門
に
領
内
産

米
の
売
却
を
命
じ
、
さ
ら
に
そ
の
九
州
輸
送
を
委
ね
て
い
る
が
（
史

料
一
、
四
二
六
、
四
三
八
頁
）
、
戦
時
処
置
を
契
機
と
し
て
、
産
米
市
場

，
の
統
一
的
掌
握
の
道
を
ひ
ら
い
た
竜
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
文
禄
二

年
、
第
二
軍
の
司
令
官
と
し
て
渡
海
の
準
備
を
急
い
だ
の
で
あ
る
が
、

そ
の
実
現
を
み
な
い
う
ち
に
停
戦
と
な
り
、
慶
長
の
再
征
に
は
、
利

家
も
利
長
も
軍
事
行
動
を
お
こ
す
こ
と
な
く
、
同
三
年
秀
吉
の
死
に

よ
り
終
戦
を
む
か
え
た
の
で
あ
る
。

　
天
正
十
一
年
に
利
家
が
金
沢
へ
移
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
兄
に
あ
た

る
前
田
五
郎
兵
衛
安
勝
が
七
尾
城
代
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
禄
二
年
か
ら

利
長
の
弟
前
田
利
政
が
代
っ
た
。
な
お
、
七
尾
町
奉
行
に
は
三
輪
藤
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兵
衛
吉
宗
が
任
ぜ
ら
れ
、
大
井
久
兵
衛
直
泰
ら
と
と
屯
に
能
登
の
統

治
に
あ
．
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

①
本
稿
に
は
『
加
賀
藩
史
料
』
を
引
用
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
以
下
こ

　
れ
を
単
に
「
史
料
篇
と
注
す
る
。

②
　
羽
咋
郡
菅
原
村
は
、
承
久
三
年
の
「
能
登
国
田
数
目
録
」
に
あ
ら
わ
れ

　
る
菅
原
荘
の
主
盤
で
あ
る
が
、
俵
え
に
よ
れ
ば
天
徳
闘
年
こ
の
地
の
住
人

　
鰯
武
・
左
官
兼
曾
が
北
野
天
神
を
勧
詰
し
た
と
あ
る
。
行
管
は
国
武
の
子

　
孫
で
、
騨
閏
氏
を
姓
と
し
代
々
行
歩
と
称
し
た
。
な
お
、
こ
の
地
は
利
家

　
の
最
初
の
拠
点
で
あ
っ
た
が
、
後
に
収
納
蔵
が
設
機
さ
れ
、
行
長
は
じ
め
、

　
土
橋
村
新
躍
ハ
衛
∵
中
川
村
太
郎
右
衛
門
ら
の
扶
持
百
姓
が
ワ
て
の
管
理
と
蔵

　
米
搬
出
の
醐
馳
　
走
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
能
登
志
徴
上
編
）
。
　
同
地
が
当
時

　
の
要
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

二
　
検
地
鰻
に
あ
ら
お
れ
た
初
期
村
落
と
村
役
人

　
最
初
に
、
検
地
帳
に
あ
ら
わ
れ
た
初
期
の
村
落
構
造
と
村
役
人
に

つ
い
て
み
て
お
こ
う
。

　
加
賀
藩
に
関
し
て
は
、
一
般
に
慶
安
・
明
暦
期
の
改
作
法
以
前
の

，
記
録
が
乏
し
ぐ
、
検
地
帳
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

藩
政
初
期
に
関
す
る
研
究
は
い
ち
じ
る
し
く
困
難
を
感
ず
る
の
で
あ

る
。
小
田
吉
之
丈
氏
の
『
加
賀
藩
農
政
史
考
』
に
は
最
古
の
も
の
と

思
わ
れ
る
天
正
十
年
三
月
工
十
五
日
の
鹿
島
郡
国
分
村
の
検
地
帳
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
検
地

の
方
式
を
知
る
以
外
に
は
充
分
に
役
立
て
得
な
い
。
そ
こ
で
、
天
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

瑚
の
も
の
と
し
て
は
、
同
年
八
月
八
日
の
羽
咋
郡
福
野
村
の
水
帳
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

同
二
十
年
十
月
一
日
の
長
家
領
鹿
島
郡
能
登
部
上
村
の
水
帳
と
が
、

さ
い
わ
い
全
文
を
通
覧
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
二
冊
を
も

つ
て
考
察
を
進
め
る
。

　
天
正
十
年
は
、
利
家
の
能
登
入
部
の
翌
年
で
、
同
年
か
ら
翌
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

年
に
か
け
て
領
内
各
地
の
検
地
を
実
施
し
た
よ
う
で
あ
る
　
（
史
考
二

一
八
－
三
一
三
頁
）
。
　
福
野
村
の
水
帳
は
そ
の
記
録
の
一
つ
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
を
二
十
年
の
上
村
水
帳
と
を
比
較
す
る
と
、
記
載
の
方
式

に
は
い
ち
じ
る
し
い
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
当
時
の
村

落
構
造
を
知
る
た
め
に
は
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
二
冊

を
整
理
し
て
両
村
の
百
姓
持
高
を
表
示
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な

事
が
注
意
さ
れ
る
。

　
ω
　
田
畑
の
嘉
活
人
は
、
前
者
で
は
ほ
と
ん
ど
が
一
罪
以
上
で
、

無
籍
履
と
の
落
差
が
大
き
い
の
に
対
し
、
後
者
で
は
か
な
り
小
高
の

所
持
者
が
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
上
層
に
も
ず
ば
ぬ
け
た
高
持
は
居
．

ら
ず
、
落
差
が
少
い
。

　
②
　
次
に
、
か
な
ゆ
の
高
持
を
ふ
く
め
て
屋
敷
高
を
所
持
し
な
い
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第1表　羽昨郡福野村薗姓持急診

　　　　　　　　　（天正10年）

第2表　鹿島郡能登部上村百姓持蕩表

　　　　　　　　　　（天正20年）

百姓名

夫
門
翼
門
介
心
門
下
一
介
や
郎
磨
郎
野
郎
郊
　
井
郎
鄭
坊
門

大
鎌
麟
　
学
分
∴
二
三
九
七
欝

多
大
善
藤
帯
幸
高
木
鰯
北
こ
九
幡
新
福
新
九
献
福
助
孫
福
友

田　方

町畝歩12．　29．　10

6．29．20

5．　65．　0

5．　10．　0

3．　85．　0

3．　20．　0

3．00．　0

2．29．20

2．　47．　20

2．　43．　10

1．95．　O

l．　54．　20

1．50．　0

1．　10．　0

1．20．　0

1．00．　0

1．eo．　o

O．90．　0

畑　方

歩
1
0
0
5
｝
0
2
0
2
0

次
0
1

．
一
5
2

4
0
」
だ
U

2
1
1 0
0

9
白
－
6
0

　
2

0
の

71

01
コ

51

0
（
）
0
（
）

　
！
2
2

7
5
（
）
∩
V

1

屋敷方

陣
0
0

0
0
0

　
1

0
0
0

」
4
7
9
臼

　
　
1

0
0
8
8

ヒ
、

50

ﾐ
－
㊥鴎

0
研
9
カニ

0
0
7
4

屋敷方のみの所持者

醐名論方畑方量方i

柴
内
近
正
名
蔵
郎
門
内
衛
郎
賀
屋
代
郎
郎
漁
場
郎
衛

　
　
　
　
　
　
　
衛
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
太
院
　
九
　
の
舅
五
三
　
一
兵

　
　
　
　
　
　
　
「
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
フ

　
　
　
　
　
　
　
ゴ

市
設
左
権
幕
惣
高
太
平
兵
孫
伊
新
宮
左
又
彦
道
彦
永

町畝歩3．　77．　25

3．04ユ5

2．　91．　01

2．　52．　24

2．　49．　01

！．　76．　27

1．　51．　29

1．　32．　08

1．　16．　25

1．　04．　11

0．　76．　04

0．　74．　06

0．　70．　29

0．56ユ9

0．　54．　06

0．　52．　17

0．　35．　24

0．30ほ0

歩
0
8
4
6
6
6
2
9
3
5
6
5
7

1
／
0
ユ
ー
ユ
ー
2
1
1
0
1
2

畝
6
2
　
3
9
　
5
4
　
4
0
　
6
3
　
7
1
　
1
7
　
！
6
　
2
7
　
2
6
　
5
　
1
7
　
1
2

7
8
4
5
Q
ゾ
r
O

6
4
1
2
！
9
郁
1

1
6
だ
U
6
ρ
0
1

1
　
　
　

2
2
1

歩
0
01

O
O
O

O
O
O

1
1
1
（
）
0

9
】
0

　
1

5
0
5

2
0
2

　
1

8
7
3

り
D
2
9
魯

屋敷方のみの所持者

藤二鄭訪｛駒　お

左衛閥九郵60新左衛門30

清照鄭50宗二郎30
陣に郎4噺五郎30

歩
3
0
3
0
2
0

冶
鄭
室
賀

　
三
　
郷
鍛
九
州
伊

　　　　歩
兵　～欠　良i；　30

源二郎20
番　　頭20

藤二郎15

　　　　歩
哨近太郎15

藤右衛門！4

四鄭ニニ賂12

弥三鄭12

　　　　歩［
いのくち　9i

蔵福坊9i
　　　　i
　　　　l’

い
い
き
れ
な
い
と
思

・
一
3
・
。
こ
の
点
、
い
ま

は
比
較
検
討
す
べ
き

史
料
が
な
い
の
で
、

竜
の
が
散
見
す
る
。

前
者
の
場
合
は
こ
と

ご
と
く
子
方
を
竜
所

持
し
な
い
の
で
、
他

村
か
ら
の
懸
作
か
と

も
思
わ
れ
、
後
者
の

場
合
は
ほ
と
ん
ど
畑

を
竜
併
有
し
て
い
る

の
が
相
違
点
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
も
藤
内
・

惣
蔵
・
宗
太
郎
な
ど

か
な
り
な
高
持
が
無

屋
敷
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
必
ず
し
も
半
独

立
の
隷
属
農
だ
と
も
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他
日
の
再
考
に
ま
ち
た
い
。

　
③
　
両
者
と
も
此
方
の
み
、
な
い
し
屋
敷
方
の
み
所
持
す
る
丈
短

農
が
か
な
り
多
数
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
三
六
年
後
の
寛
．
永
五
年
の

　
　
　
　
　
④

「
半
郡
人
別
帳
」
に
多
く
出
て
く
る
地
質
者
・
家
持
下
人
の
類
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
屋
敷
高
の
ほ
と
ん
ど
が
、
高
請
人

の
屋
敷
高
の
標
準
以
下
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
物
語
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　
こ
れ
を
要
約
す
れ
ば
、
両
村
と
も
土
豪
的
隷
農
主
を
そ
の
構
成
の

主
体
と
し
、
能
登
部
上
村
の
場
合
は
家
族
労
働
に
依
存
す
る
手
作
地

主
、
つ
ま
り
封
建
的
小
農
が
か
な
り
分
出
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
倉
皇
で
は
、
後
世
の
村
肝
煎
に
あ
た
る
村
役
人
が
何
者
で
あ
る

か
、
そ
の
記
載
は
な
い
が
、
福
野
村
で
は
持
高
抜
群
の
助
大
夫
が
そ

れ
で
あ
ろ
う
し
、
能
登
部
上
村
で
は
各
丁
毎
に
市
楽
の
割
印
が
施
し

て
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
立
が
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
想
像
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
お
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
み

　
助
大
夫
家
（
現
雄
谷
家
）
の
遠
祖
は
摂
津
の
住
人
で
、
は
じ
め
吉
弥

こ
　
べ

侯
部
を
姓
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
近
世
初
期
に
は
福
野
村
に
皇
居
す

る
地
盤
豹
豪
農
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
扶
持
の
記
録
は
な
い
が
、
元
和

頃
に
は
十
村
肝
煎
を
つ
と
め
て
お
り
、
伝
承
に
よ
れ
ば
い
つ
の
頃
に

か
検
地
に
反
対
し
た
た
め
、
十
村
役
を
召
上
げ
ら
れ
て
処
罰
さ
れ
た

と
い
う
。
以
後
十
村
に
は
任
ぜ
ら
れ
ず
、
福
野
村
肝
煎
は
代
女
つ
と

め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
福
野
潟
の
開
墾
の
中
核
と
な
り
、
　
「
お

や
さ
ま
」
の
家
号
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ご
と
く
、
近
郷
き
っ
て
の
豪

農
と
し
て
栄
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
市
楽
は
能
登
部
上
村
の
能
登
比

古
神
社
に
付
随
し
て
同
村
に
居
住
し
て
い
た
が
、
中
頃
加
州
能
美
郡

の
今
井
兼
平
の
家
臣
と
な
り
、
富
樫
氏
に
随
身
し
、
そ
の
減
亡
後
面

　
　
　
　
　
　
②

村
し
た
と
伝
え
る
。
寛
永
頃
に
は
上
村
の
肝
煎
と
し
て
記
録
に
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

わ
れ
（
史
考
、
｝
〇
七
頁
）
、
　
寛
文
七
年
浦
野
事
件
に
連
累
し
て
投
獄

さ
れ
て
牢
死
し
た
上
野
の
あ
と
を
う
け
て
十
村
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る

（
史
劇
、
三
八
頁
）
。
沢
井
氏
を
姓
と
す
る
が
、
現
在
は
絶
家
し
て
い
る
。

　
両
家
は
と
も
に
初
期
村
役
人
の
家
柄
で
あ
る
が
、
豪
農
と
し
て
の

存
在
形
態
に
つ
い
て
は
、
市
楽
の
場
合
寛
永
五
年
の
「
番
葉
人
別
帳
」

に
よ
っ
て
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
寛
永
期
の
三
楽
家
は
持
高
四

八
石
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
人
別
帳
は
本
来
三
役
銀
と
馬
役
銀
と

を
と
り
た
て
る
た
め
の
原
簿
で
、
持
高
の
記
載
は
あ
ま
り
正
確
で
は

な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
る
し
、
こ
の
ほ
か
に
隠
田
高
が
か
な
り
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
④

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
市
楽
の
心
高
は
も
っ
と
多
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
労
働
力
と
し
て
馬
三
匹
、
地
之
者
一
問
、
家
持
下
入
四
間

を
よ
う
別
て
い
る
が
、
当
時
の
十
村
上
野
や
能
登
部
下
村
の
肝
煎
永
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屋
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
こ
う
し
た
家
父
長
的
隷
農
主
で
あ
っ
た
。
助

大
夫
に
つ
い
て
は
よ
る
べ
き
史
料
は
な
い
が
、
こ
の
種
の
豪
農
で
あ

っ
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
く
に
注
意
を

要
す
る
の
は
、
右
の
下
村
の
肝
煎
永
屋
が
、
長
家
の
在
地
給
人
の
領

袖
格
宇
留
地
平
八
と
親
交
あ
9
、
そ
の
子
を
平
八
の
名
付
子
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

平
右
衛
門
と
名
乗
ら
せ
た
と
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
特
例
と
し
て
竜
、

給
人
・
代
官
な
ど
と
特
殊
な
地
溜
属
関
係
を
も
ち
得
る
階
層
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
想
像
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
総
百
姓
を
ま
ず
掌
握
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
戦
乱
期
に

お
け
る
引
越
大
名
が
、
地
方
支
配
の
体
制
を
す
み
や
か
に
確
立
す
る

た
め
に
え
ら
ん
だ
最
初
の
道
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

①
石
蛸
足
高
浜
町
福
野
、
雄
谷
助
市
氏
所
蔵
。

　
　
若
林
「
…
瀧
藁
家
と
そ
の
所
蔵
文
需
」
（
『
石
川
県
羽
咋
郡
旧
福
野
潟
周
辺

　
綜
舎
調
査
報
魯
欝
』
所
載
）
。

②
　
石
川
県
鹿
西
町
、
清
水
～
布
氏
所
蔵
。
．

　
　
美
濃
晃
順
子
「
天
正
二
十
年
能
登
郡
上
低
水
帳
付
解
説
扁
。

③
本
稿
に
は
『
加
賀
藩
農
政
史
考
』
を
引
用
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
以

　
下
こ
れ
を
単
に
「
史
考
」
と
注
す
る
。

④
　
石
川
県
鹿
西
町
、
戸
部
功
氏
所
蔵
。

　
　
美
濃
晃
順
氏
「
寛
永
五
年
正
月
上
野
組
調
製
、
鹿
鳥
半
郡
人
別
帳
付
解

　
説
」
。

⑤
浦
野
事
件
に
つ
い
て
は
、
『
石
川
県
鹿
島
郡
誌
』
や
『
石
川
県
史
』
第

　
弐
編
に
く
わ
し
い
が
、
長
家
の
在
地
三
人
浦
肇
一
派
の
二
世
疑
獄
事
件
で
、

　
検
地
忌
避
運
動
に
参
加
し
た
十
村
の
上
野
・
道
閑
・
池
島
・
次
郎
兵
衛
∵

　
太
左
衛
門
と
肝
煎
室
屋
ら
も
投
獄
処
荊
さ
れ
た
（
上
野
は
牢
死
）
。
　
初
期

　
百
姓
一
揆
と
し
て
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

⑥
若
林
「
加
賀
藩
隠
田
考
」
（
『
読
史
会
五
十
周
年
記
念
論
文
集
』
所
載
）
。

⑦
「
長
之
御
家
万
覚
書
偏
（
金
沢
市
立
図
書
館
所
蔵
）
。

三
　
初
期
扶
持
菖
姓
と
郷
・
組

　
検
地
帳
か
ら
天
正
期
に
お
け
る
初
期
村
落
と
村
役
人
に
つ
い
て
、

一
応
の
考
察
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
当
時
扶
持
を
う
け
た

各
地
の
長
百
姓
に
注
B
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

享
二
年
の
十
村
由
緒
書
上
を
集
録
し
た
「
加
越
能
里
正
由
寒
露
」
の

記
載
を
基
と
し
、
そ
の
他
の
史
料
を
も
つ
て
補
っ
て
得
た
二
五
家
に

つ
い
て
、
　
そ
の
扶
持
の
年
月
日
、
　
所
在
、
　
扶
持
高
な
ど
を
表
示
し

（
第
三
表
）
、
そ
の
分
布
を
図
示
し
て
み
よ
う
。

　
能
登
四
郡
の
要
所
要
所
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
竜

ち
う
ん
貞
享
以
前
に
扶
持
を
召
上
げ
ら
れ
、
あ
る
い
は
絶
家
し
て
名

を
残
さ
ぬ
場
合
竜
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
す
べ
て
で
は
な

い
。　

多
く
の
十
村
家
の
由
緒
書
上
類
は
、
直
接
前
田
家
よ
り
扶
持
を
受
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：狛賀藩の幸栂・村肝蕪側度の成立過程（X一’一’SS）

初期扶持百姓分布図

U
10

S
15

郡至鳳

　
4
働

穴
水
城
凸

　
　
　
8

　
　
5
⑭6
轟

謡
㎞
総

　桝凝
響
一
・

／
、
加
賀

。畿i
me　mpしつ

ボフ珠

1洲
　　1＼郡

　　　棚
24　　木
　　　城

25

　　　ew須須神祉

2322　高勝寺
tw－Q

備　　考

　⑱の番号は第3表の番号

凸　は薯名なる城郭

　HIU　は重要な祉寺

　◎　は本稿中に出る璽要村落

穰麹は長家傾鹿島半郡

r回回囲炉　國縫

“一一一一一一一 @榔境

1
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第3表　天正期扶持百姓一覧

分布図
番　号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
！
1
1
1
2
2
2
2
2
2

扶持年月旧

天正10。8．5

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
1
1
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

e
D
1
0
　
　
　
　
　1
6

1
　
　
一
　
　
　
　
　
　
ユ
ー

8
9
0
〃
〃
〃
〃
0
0
0
〃
〃
〃
1
1
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

　
　
1
　
　
　
　
　
　

1
1
1

天正11．11．22

tf　12．
n　　　　　tl

所　　在

羽・菅原村

〃　中川村

鹿・熊木村

鳳・中井村

〃　荒屋村

〃　道下村

〃　小山村

〃　川島村

羽・相神村

鳳・長井村

〃　大沢村

羽・土橋村

鳳・粟蔵村

〃　鹿磯村

〃　管月村

珠・…岩山村

〃　大谷村

〃　馬繰村

〃　長橋村

〃　仁江村

〃　真浦村

〃　狩野村

〃　上戸村

鳳・諸橋村

鹿・庵　村

名酬扶舗
行

太郎右海門

与　　　一

三右衛門
ヨ郎左衛門

三三郎左爾門

違　右　近

七郎兵衛
弥　五　昏

眠　　　頭

内　　　記

新　兵　衛

彦　　　灘

藤右衛門
彦

剣・5俵

口
篭
俊
光
頁
門
方
頼
衛
橋

　
　
　
　
　
衛
　
　
兵

　
　
　
　
　
右
　
　
郎
．

延
頼
常
総
友
孫
恒
真
次
高

ノ
　
ノ
　
　

　
ノ
　
ノ
　
’
　
ノ
　
一
　
’
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
，
　
，
　
’
　
，
　
’
　
ノ
　
’
　
ノ
　
ノ

’
　
ノ
　
ノ
　
’
　
Z
　
’
　
ノ
　
ノ
　
　
　　
ノ
　
ノ
　
ノ
　
　
　　
ノ
　
’
　
ノ
　
ノ
　
’
　
ノ
　
’
　
ノ
　
’

5
0
0
5
5
0
0
0
0
5
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
5
0
0
5

1
1
2
1
1
／
1
4
1
1
3
5
ユ
ー
2
2
1
1
2
1
1
1
2
1

　
　
　
　
　
　
　
1

元漁2年’

扶持高
15俵

15n

15石
・5俵／

　
　
　
　
　
　

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
石
藷
〃
〃
〃
石
部
俵
〃
〃

5
5
0
0
0
0
5
5
0
雪
0
0
5
0
0
0
5
0
5
0
0

1
1
1
1
3
1
1
1
3
C
元
1
1
1
1
　
　
乳
　
1
1
2

（注）　1．羽は羽咋郡，鹿は鹿島郡，鳳は鳳至郡，珠は珠洲郡を示す。

　　2．相神村弥五郎の扶持はその戦死後出の弥六へ譲られ80俵と．なった

　　　ものが，元和2年にはさらに30俵に減らされたのである。
　　3．大谷村の頼兼の扶持は天正10年に与えられ，！1年の検地で確認さ

　　　れたものと思われる。以下西海郷の4家も同年代のものとして扱った。

け
る
か
、
十
村
に
任
命

さ
れ
る
以
前
の
事
項
は

省
略
し
て
い
る
の
で
、

す
べ
て
の
家
の
出
自
に

つ
い
て
知
る
こ
と
は
圏

難
で
あ
り
、
ま
た
た
と

い
知
り
得
て
も
真
偽
の

せ
ん
さ
く
は
困
難
で
あ

る
。
た
だ
表
中
の
長
井

村
の
番
頭
（
商
策
と
も

称
す
る
）
の
ご
と
く
、

荘
園
制
下
の
職
名
を
名

前
と
し
た
屯
の
は
注
意

す
べ
き
で
、
こ
の
表
以

外
に
も
、
鳳
至
郡
小
伊

勢
村
に
も
番
頭
が
お
り
、

珠
洲
郡
高
尾
・
笹
波
・

折
戸
の
各
村
ζ
は
刀
禰

　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
称
す
る
百
姓
が
い
た
。
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力目賀藩の十村・村肝煎胴度の成立過程（若林）

い
ず
れ
竜
名
主
層
の
流
れ
を
汲
む
旧
族
で
、
荘
園
時
代
か
ら
村
役
人

級
の
豪
農
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
珠
洲
郡
西
海
郷
の
場
合
に
は
、
何
女
名
・

み
ょ
う
が
し
ら

名
頭
な
ど
の
名
称
や
、
名
を
中
心
と
す
る
集
落
の
共
同
体
的
遺
制

を
今
日
に
至
る
ま
で
伝
承
し
て
お
り
、
そ
の
考
察
に
は
多
大
の
葭
葺

　
¶
”
　
　
　
　
②

を
得
る
の
で
あ
る
。
い
ま
、
天
正
十
一
年
の
検
地
の
際
に
認
め
ら
れ

た
扶
持
百
姓
と
、
現
今
に
ま
で
伝
え
ら
れ
る
名
数
を
表
示
す
れ
ば
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

村
名

大
谷
村

ま
つ
な
ざ

馬
繰
村

長
橋
村

仁
江
村

：友末常頼扶
　　　　持
　　　　百
輿光俊兼三

献ー一二扶
○○○○持
〃〃〃俵高

　
　
　
（
後
、
片
岩
・
清
水
二
村
を
溢
出
）

　
真
浦
村
　
　
孫
右
衛
門
　
　
一
〇
〃

　
こ
れ
ら
の
扶
持
百
姓
が
、

と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

と
す
れ
ば
、

名
と
は
、

隷
農
主
一
初
期
本
百
姓
で
、

名
数

十
二
名

　
七
並

　
山
名
半

　
九
名

不
明

　
　
　
　
　
　
　
当
時
村
内
随
一
の
有
力
者
で
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
名
頭
と
い
う
称
呼
が
当
時
す
で
に
あ
っ
た

　
正
し
く
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

被
官
・
下
人
・
地
の
老
な
ど
を
隷
属
せ
し
め
る
家
父
長
的

　
　
　
　
　
　
　
村
は
彼
等
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
、

名
頭
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
其
を
統
轄
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
利
家
は
天
正
十
年
に
村
々
の
名
頭
に
扶
持
を
与
え
て
こ
れ

を
掌
握
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
富
来
郷
の
場
合
を
み
よ
う
。
　
相
神
村
弥
六
の
由
緒
書
上
に

「
能
州
一
国
の
内
に
尊
志
を
も
聞
、
物
頭
を
も
霊
峰
者
」
　
「
と
ぎ
七

ケ
之
痴
女
よ
り
物
頭
を
竜
仕
協
に
付
て
」
な
ど
と
誇
称
す
る
物
頭
と

は
何
も
の
で
あ
ろ
う
か
（
史
料
一
、
一
七
五
頁
）
。
　
こ
の
文
意
で
は
、

利
家
が
物
頭
に
命
じ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
呼
称
は
そ
れ
以
前
か
ら

の
地
域
的
な
統
轄
者
を
さ
し
た
竜
の
の
ご
と
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
　
「
富
来
七
ケ
篇
と
は
何
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
通
常
七
ケ
と

は
七
ケ
村
の
意
で
あ
る
が
、
そ
の
村
名
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
書
上

の
中
に
、
　
「
富
来
七
ケ
之
内
に
、
大
福
専
と
申
所
に
云
々
」
と
あ
っ

て
、
七
ケ
と
は
七
ケ
村
の
意
と
も
受
取
れ
る
が
、
末
尾
に
、

　
　
大
納
言
様
御
代
之
刻
、
七
ケ
御
公
儀
事
御
座
協
へ
ば
、
私
家
に
而
百
姓

　
　
中
害
合
を
い
た
し
、
諸
事
を
相
つ
と
め
来
り
申
協
、
然
共
近
年
三
ケ
国

　
　
共
に
十
村
頭
語
群
申
怖
に
付
て
、
富
来
七
ケ
に
も
肝
煎
七
人
罷
在
申
協
、

　
　
右
之
内
四
人
た
い
て
ん
仕
偽
に
付
て
、
別
に
十
村
頭
も
無
御
座
怖
、
其

　
　
上
前
々
よ
り
の
す
じ
め
に
怖
間
、
右
四
人
の
あ
と
私
に
策
回
申
怖
様
に

　
　
と
、
何
れ
も
与
中
の
も
の
ど
も
申
に
付
て
、
先
一
日
く
と
存
寄
、
は

　
　
や
数
年
仕
来
り
申
怖
御
事
、
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と
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
す
れ
ば
、
こ
の
七
ケ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
十
村
の
所

在
す
る
地
域
で
、
郷
程
度
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
書

上
は
寛
永
十
一
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
の
肝
煎
は
必
ず
し
も
村

肝
煎
を
さ
す
と
は
限
ら
ず
、
十
村
肝
煎
を
い
う
場
合
も
多
い
し
、
ひ

っ
き
ょ
う
こ
れ
は
十
村
の
大
組
化
の
過
程
を
語
っ
て
い
る
竜
の
で
は

あ
る
ま
い
か
と
考
え
る
。
弥
六
の
兄
の
弥
五
郎
が
一
四
〇
俵
の
扶
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
竜
っ
て
利
家
に
召
抱
え
ら
れ
る
程
の
家
柄
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
七

　
　力
郷
の
物
頭
で
あ
っ
て
も
不
思
議
は
な
い
と
も
思
わ
れ
る
が
、
西
海

郷
の
場
合
と
は
異
り
、
こ
こ
で
は
弥
六
に
大
量
の
扶
持
を
与
え
て
、

広
地
域
を
宰
領
さ
せ
て
い
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
み

　
さ
ら
に
、
こ
こ
に
い
う
与
に
つ
い
て
は
、
他
に
も
徴
証
が
あ
る
。

　
　
林
文
右
衛
門
分
の
百
姓
無
之
由
、
あ
ら
屋
く
み
の
百
姓
中
わ
り
合
啓
開

　
　
怖
、
若
荒
恥
共
、
組
中
の
百
姓
に
か
玉
り
可
収
納
“
、
為
其
申
遣
臨
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
利
家
）

　
　
　
天
正
↓
1
六
　
　
二
門
口
蕊
μ
三
日
　
　
　
印

　
　
　
　
　
　
あ
ら
や
山
A
・
郷
岬
　
一
二
雌
即
左
衛
㎜
目
所
…
へ

　
林
文
右
衛
門
は
給
人
で
あ
ろ
う
。
そ
の
知
行
地
の
開
墾
を
、
無
百

姓
な
る
が
故
に
あ
ら
や
組
の
惣
百
姓
の
連
帯
責
任
と
し
た
も
の
で
、

そ
の
主
管
者
は
扶
持
百
姓
三
郎
左
衛
門
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

（
史
料
一
、
三
六
九
頁
）
。
す
な
わ
ち
組
と
は
、
単
な
る
村
の
集
合
体
で

は
な
く
、
三
郎
左
衛
門
の
ご
と
き
由
緒
み
る
長
百
姓
を
中
核
と
し
た

一
つ
の
共
同
体
と
し
て
把
握
さ
れ
た
単
位
な
の
で
あ
る
。
，
こ
の
あ
ら

屋
く
み
は
、
お
そ
ら
く
天
正
十
九
年
の
前
田
安
勝
の
書
状
に
み
え
る

本
郷
く
み
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
史
一
、
四
二
四
頁
）
。
　
こ
れ
は
逃
散
百

姓
防
止
の
た
め
、
鳳
至
郡
各
組
の
在
々
百
姓
中
に
あ
て
て
発
し
た
も

の
で
、
こ
の
ほ
か
浦
上
く
み
・
黒
具
く
み
．
和
田
村
組
な
ど
の
芸
名

が
み
え
る
。
こ
の
書
状
に
は
各
組
の
長
百
姓
や
連
帯
責
任
め
い
た
文

言
は
み
・
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
組
は
お
そ
ら
く
上
述
の
ご
と
き
性
格

を
有
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
初
期
扶
持
百
姓
が
、
十
村
制
度
の
成
立
過
程
に
御
扶
持
人
十
村
に

任
用
さ
れ
た
事
例
を
、
も
っ
と
も
明
快
に
記
し
た
も
の
に
「
粟
貯
留

　
　
　
⑤

肉
之
覚
書
」
が
あ
る
。
右
に
よ
れ
ば
、
鳳
至
郡
粟
野
村
彦
丞
は
、
天

正
十
年
よ
り
慶
長
八
年
ま
で
下
町
野
郷
一
九
力
村
の
郷
肝
煎
を
つ
と

め
、
同
九
年
よ
り
御
扶
持
人
十
村
と
い
う
名
目
と
な
っ
た
、
と
あ
る
。

こ
の
覚
書
は
延
享
以
後
の
竜
の
で
、
職
名
の
ご
と
き
は
儒
を
お
き
難

い
が
、
こ
の
過
程
は
信
じ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
　
「
能
登
志
徴
」

下
編
に
、
　
粟
蔵
彦
左
衛
門
所
蔵
の
利
家
の
書
物
を
の
せ
て
い
る
が

（
同
書
二
六
二
胃
貝
）
、
　
”
て
れ
匪
匹
し
ょ
ワ
0
と
、

　
　
下
町
野
馳
蔵
組
合
八
百
五
十
六
俵
八
升
一
合
、
但
去
年
分
皆
済
所
如
意
、

、
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加賀藩の十村・村肝煎制痩の繊立過程（i膏林）

　
　
一
八
正
十
－
年
八
月
↓
一
六
R
【
、
御
印
、
椰
米
蔵
組
A
口
叩
日
壷
中

と
あ
る
。
　
皆
済
状
の
う
ち
で
は
最
古
の
も
の
に
属
す
る
が
、
　
こ
の

「
粟
蔵
組
合
」
と
は
、
お
そ
ら
く
右
の
下
町
野
一
九
力
村
を
さ
‘
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
下
町
野
郷
一
九
力
村
は
、
一
つ
の

組
と
し
て
そ
の
ま
ま
掌
握
さ
れ
、
彦
丞
は
そ
の
組
の
宰
領
者
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
ら
。

　
諸
橋
村
の
次
郎
兵
衛
の
諸
橋
六
郷
に
お
け
る
存
在
も
、
扶
持
百
姓

と
郷
と
の
関
係
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
天
正
八
年
六
月
、
温
井
景
隆

ら
が
諸
橋
六
郷
に
総
百
姓
の
普
詩
夫
役
を
徴
し
た
際
、
次
郎
丘
ハ
衛
に

馳
走
を
命
じ
、
約
す
る
に
千
疋
の
永
代
扶
持
を
竜
っ
て
し
て
い
る
。

諸
橋
六
郷
衆
の
筆
頭
次
郎
兵
衛
尉
の
家
柄
が
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

天
正
十
一
年
利
家
が
二
〇
俵
の
扶
持
を
与
え
た
の
も
、
こ
の
前
例
に

し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
　
前
掲
天
正
十
年
の
福
野
村
検
地
帳
に
は
「
土
田
庄
福
野

村
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
庄
が
区
画
の
単
位
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
郷
や
庄
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
、
あ
ら
屋
組
の
よ
う
な

機
能
を
懲
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
元
来
郷
・
庄
・
組

と
名
称
の
異
る
の
は
、
中
世
末
期
の
区
画
を
そ
の
ま
ま
償
周
し
た
か

ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
不
統
一
は
ま
た
地
域
の
大
小
や
構
造
の
不
均
斉

を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
利
家
は
一
先
ず
て
れ
ら
を
そ
の
ま
ま

掌
握
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
漸
次
新
し
い
大

名
領
地
の
一
区
画
と
し
て
の
性
格
を
与
え
、
そ
の
す
べ
て
を
組
に
統

一
す
る
過
程
が
、
ま
た
十
村
七
度
の
成
立
過
程
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

㌔
う
◎①

金
駅
大
学
教
育
学
部
歴
史
研
究
室
所
蔵
写
本
。
本
稿
に
お
い
て
、
十
村

　
由
緒
書
上
類
を
引
嗣
す
る
場
合
は
、
特
に
こ
と
わ
っ
た
も
の
の
他
は
す
べ

　
て
こ
れ
に
よ
っ
た
。

　
②
文
慈
二
年
の
「
能
登
之
語
橋
六
郷
二
三
之
事
」
に
よ
る
と
、
地
頭
給
、

　
守
護
紬
の
ほ
か
に
、
公
文
絵
・
刀
禰
給
・
番
頭
給
な
ど
の
給
分
が
見
え
る
。

　
　
こ
れ
ら
が
在
地
土
豪
と
し
て
近
姓
ま
で
残
り
、
そ
の
職
名
を
名
と
し
た
喜

　
例
は
さ
ら
に
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
令
加
能
古
文
需
」
五
六
頁
以
下
）
。

　
③
和
島
俊
二
氏
「
近
世
村
落
の
成
立
…
能
登
西
海
郷
の
場
合
i
」
（
『
北
陵

　
史
学
』
第
潤
暑
）
。

　
④
「
富
来
弥
六
書
上
」
に
よ
る
と
、
天
正
十
年
利
家
は
梢
神
村
の
藤
右
衛

　
門
の
長
男
弥
五
二
を
一
照
○
石
の
扶
持
で
召
出
し
上
島
の
姓
を
与
え
た
が
、

　
柳
瀬
合
戦
で
戦
死
し
た
の
で
、
次
男
の
弥
六
を
後
継
麿
に
召
繊
そ
う
と
し

　
　
た
が
、
藤
右
衛
門
は
相
続
人
が
い
な
い
と
い
う
理
由
で
そ
れ
を
こ
と
わ
っ

　
　
て
靴
朗
さ
れ
、
　
弥
論
ハ
に
は
八
∩
）
俵
の
扶
持
伸
か
与
》
ん
6
り
れ
て
い
た
の
で
山
め
w
の

　
（
史
料
㎝
、
一
七
五
頁
）
。

　
⑤
「
粟
倉
交
設
」
所
載
（
金
沢
市
立
図
書
餓
所
蔵
）
。
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四
　
扶
持
旧
姓
の
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
こ
れ
ら
の
扶
持
百
姓
が
、
任
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
竜
つ
と
も
接
触

の
多
か
っ
た
の
は
、
上
は
代
官
・
給
人
及
び
そ
の
下
代
な
ど
で
あ
り
、

下
に
は
も
ち
ろ
ん
地
下
惣
百
姓
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
周
辺

と
の
対
立
関
係
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
お
く
。

D
代
官
ら
の
非
分

く　
利
家
の
能
登
入
部
後
、
最
初
の
布
令
と
し
て
次
の
ご
と
き
も
の
が

あ
る
（
史
料
一
、
一
一
三
頁
）
。

　
　
当
国
一
職
に
被
仰
付
協
闘
、
為
御
礼
罷
上
“
、
然
者
代
官
回
外
誰
々
に

　
　
て
も
、
三
分
之
義
於
申
懸
は
、
百
姓
罷
出
訴
訟
可
二
者
也

　
　
　
十
月
九
日
　
　
　
　
　
利
家
印

　
　
　
　
　
正
院
百
姓
中

　
正
院
と
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
珠
洲
郡
内
浦
の
首
邑
で
、
こ
の
奥
地
に

ま
で
早
く
も
利
家
の
威
令
の
及
ん
だ
こ
と
を
知
ら
せ
る
史
料
と
し
て

重
視
さ
れ
、
中
村
吉
治
氏
も
「
初
期
加
賀
藩
の
田
租
に
就
い
て
」
な

る
論
文
に
お
い
て
、
　
「
そ
の
一
円
の
関
係
の
ほ
か
に
飼
竜
の
と
難
も

横
合
か
ら
非
分
は
申
か
け
得
な
い
。
申
か
け
る
こ
と
自
体
が
既
に
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

分
な
の
で
あ
る
」
と
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
代
官

其
他
誰
々
」
と
い
う
の
は
、
　
「
横
合
か
ら
」
の
も
の
で
は
な
く
、
利

家
に
直
属
す
る
代
官
・
給
人
・
下
代
の
類
で
は
彫
る
ま
い
か
。
そ
れ

故
に
こ
そ
、
百
姓
直
々
の
訴
訟
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　
代
官
は
租
税
収
納
を
專
任
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
勤
務
の

認
否
は
藩
の
収
入
の
上
に
も
、
農
民
騨
撫
の
た
め
に
も
か
か
わ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、
そ
の
非
分
は
機
会
あ
る
毎
に
慨
し
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
れ
つ
か
い

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
非
行
は
そ
の
下
代
や
触
使
の
類
に
ま
で
及
ん

だ
も
の
で
、
し
ば
し
ば
農
斑
の
苦
情
の
原
因
と
な
っ
た
。
天
正
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

年
七
月
、
利
家
は
珠
洲
郡
直
郷
の
百
姓
中
に
、
触
使
ら
の
ま
か
な
い

銭
や
あ
し
な
か
代
な
ど
の
要
求
を
退
け
る
こ
と
を
命
じ
て
い
る
の
は

（
史
料
一
、
二
〇
二
頁
）
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

　
同
年
十
一
月
、
直
郷
の
損
免
の
訴
え
に
よ
っ
て
、
横
地
小
平
二
・

窪
田
与
七
郎
の
二
代
官
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
の
賄
料
と
し
て
は
直

郷
の
売
繋
の
中
か
ら
一
斗
だ
け
供
出
せ
よ
、
そ
の
他
は
絶
対
出
し
て

は
な
ら
ぬ
。
た
だ
し
、
年
貢
無
沙
汰
の
所
へ
は
斎
宮
そ
の
他
の
催
促

人
を
詰
め
さ
せ
て
概
く
か
ら
、
そ
の
試
料
は
格
別
で
あ
る
と
い
っ
て

　
③
い
る
。
　
「
代
官
井
誰
に
て
も
如
何
様
之
儀
申
協
共
、
無
印
判
二
付
て

ハ
不
可
承
引
泳
」
　
「
若
か
く
し
齢
て
出
し
泳
者
、
後
々
聞
出
謝
意
、

百
姓
の
醇
酒
曲
事
協
」
な
ど
と
い
う
の
が
、
こ
う
し
た
場
合
の
募
り
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加賀藩の十村・村肝煎制度の成立過穰（若林）

文
句
で
あ
る
が
、
代
官
の
圧
力
の
た
め
こ
の
よ
う
な
違
反
行
為
は
絶

え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
利
家
が
征
明
役
の
と
き
肥
前
名
護
屋
よ
り
年
貢
未
進
防
止
を
命
じ

た
書
状
の
中
に
、
　
「
未
進
を
さ
せ
峰
代
官
は
、
自
今
以
後
の
た
め
、

又
は
申
付
遣
協
事
共
違
背
の
間
、
急
与
可
成
殿
中
」
と
あ
る
が
（
史

料
一
、
四
五
七
頁
）
、
　
ま
さ
に
そ
の
言
の
ご
と
く
、
文
禄
二
年
十
一
月
、

帰
国
早
々
諸
代
官
、
諸
奉
行
の
算
用
を
吟
味
し
、
代
官
広
瀬
作
興
を

引
負
の
罪
を
も
つ
て
金
沢
に
て
処
刑
し
て
い
る
（
史
料
一
、
四
七
六
頁
）
。

広
瀬
代
官
不
正
の
露
顕
は
、
　
「
過
分
に
引
負
絶
て
、
百
姓
共
に
非
分

申
越
及
迷
惑
由
の
目
安
を
御
覧
有
て
」
と
そ
の
次
第
が
説
明
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
の
非
分
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
慶
長
七
年
十
二
月
三
日
に
、
利
長
が
代
官
ら
に

与
え
た
掟
書
に
よ
っ
て
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
史
料
一
、
八

六
九
頁
）
。

　
　
掟

一
、
台
所
入
在
々
代
官
・
蔵
奉
行
、
為
自
用
人
足
牛
馬
等
、
当
座
之
雇
た

り
と
い
ふ
共
、
一
切
召
仕
問
敷
事

一
、
相
擁
役
米
之
外
、
ぬ
か
、
わ
ら
、
一
等
に
い
た
る
迄
、
少
も
非
分
申

か
く
る
儀
有
間
敷
事

　
右
の
他
、
　
下
代
の
非
行
・
百
姓
の
奉
行
召
出
・
皆
済
以
前
の
借

米
・
借
銭
の
催
促
な
ど
に
つ
い
て
制
禁
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
盧

領
の
場
合
で
あ
る
が
、
給
人
知
の
場
合
に
も
同
様
な
非
分
が
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
馬
の
不
当
使
役
・
物

資
の
収
奪
は
、
当
然
扶
持
百
姓
と
の
対
立
を
か
も
し
出
し
た
筈
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
対
立
関
係
は
改
作
法
施
行
ま
で
続
き
、
十

村
の
代
官
任
胴
は
、
そ
の
領
主
的
解
決
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
結
局
こ
う
し
た
転
換
は
根
本
的
な
解
決
策
と
は
な
り
得
ず
、

代
官
・
給
人
ら
に
代
っ
て
、
十
村
や
下
代
が
一
般
農
民
の
新
し
い
対

立
物
と
な
っ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

幻
郷
村
の
う
ご
き

（
　
次
に
、
郷
村
の
一
般
農
民
は
ど
の
よ
う
な
う
ご
き
を
み
せ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
百
年
に
わ
た
る
加
賀
丁
同
一
揆
の
深
い

影
響
下
に
あ
り
、
一
向
門
徒
へ
の
対
策
が
重
大
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　
天
正
八
年
ご
ろ
に
は
、
温
井
隆
景
ら
も
、
鳳
至
郡
の
諸
橋
六
郷
の

諸
百
姓
・
諸
坊
主
衆
の
協
力
の
承
諾
に
対
し
て
、
　
「
各
手
前
貢
用
之

内
三
分
一
、
五
年
可
令
用
捨
峰
」
と
い
う
条
件
を
も
つ
て
実
現
を
期

　
　
　
　
　
④

引
し
て
い
る
が
、
十
村
の
由
緒
書
上
の
中
に
竜
、
粟
蔵
村
彦
丞
と
大

沢
村
内
記
の
も
の
に
は
、
鹿
島
郡
笠
師
村
の
村
属
と
豊
田
村
の
一
向
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宗
坊
主
が
越
後
勢
と
一
味
し
て
い
る
の
を
注
進
し
た
旨
を
記
し
て
い

る
。
対
上
杉
戦
の
さ
な
か
の
こ
と
で
あ
る
が
、
　
一
向
宗
門
徒
の
中
に

は
、
こ
う
し
た
油
断
の
な
ら
ぬ
通
敵
分
子
も
い
た
の
で
あ
る
。
慶
長

の
頃
に
な
っ
て
も
ま
だ
気
が
許
せ
．
な
か
っ
た
ら
し
く
、
利
常
は
関
が

原
歌
の
と
き
に
も
、
大
坂
陣
の
と
き
に
竜
一
向
宗
坊
主
を
人
質
と
し

て
金
沢
に
詰
め
さ
せ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背
後
に
は
多
…
数
の

門
徒
大
衆
が
ひ
か
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
向
背
は
充
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

監
視
の
必
要
が
あ
っ
た
と
い
え
る
（
史
料
二
、
二
六
二
頁
）
。

　
羽
咋
郡
大
念
寺
村
の
忠
左
衛
門
乗
安
は
、
文
禄
元
年
に
四
ケ
の
年

寄
役
と
し
て
、
同
地
方
長
百
姓
二
七
〇
余
人
の
惣
領
を
仰
せ
つ
け
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
後
の
十
村
に
相
当
す
る
地
位
を
与
え
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
や

の
で
あ
る
が
、
そ
の
姓
は
竹
内
と
称
し
先
祖
は
畠
山
氏
の
旅
麗
守
を

つ
と
め
た
家
柄
で
あ
っ
た
の
み
で
は
な
く
、
代
女
一
向
宗
の
道
場
主

で
あ
っ
た
。
そ
の
野
里
太
夫
乗
誓
は
、
寛
永
十
二
年
に
は
四
ケ
の
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

・
材
肝
煎
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
一
向
門
徒
の
向
背
が
監
視
を
要
す
る

も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
道
場
主
を
も
つ
て
村
役
人
に
任
ず
る

こ
と
は
、
す
こ
ぶ
る
当
を
得
た
政
策
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
通
敵
行
為
程
の
積
極
的
な
行
動
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
新
領

主
の
要
求
に
対
し
て
お
い
そ
れ
と
応
じ
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
は
多

々
存
在
す
る
。
天
正
十
年
十
一
月
、
利
家
は
奥
能
登
の
村
々
に
自
由

に
山
に
立
入
っ
て
炭
を
焼
く
こ
と
を
許
し
、
そ
の
代
り
に
靴
直
の
上

納
を
命
じ
て
い
た
が
（
史
料
一
、
一
八
一
頁
）
、
十
二
月
十
五
日
に
な
っ

て
も
さ
ら
に
上
納
が
な
い
の
で
業
を
煮
や
し
、
山
田
郷
の
百
姓
に
向

っ
て
「
夏
以
来
申
付
協
す
み
何
と
て
不
入
峰
や
、
殊
ほ
そ
ず
み
な
ど

の
事
申
付
協
に
、
　
一
切
無
沙
汰
如
何
之
仔
細
捧
や
、
早
々
可
究
済
泳
、

書
壇
無
沙
汰
者
催
促
を
可
遣
捧
」
と
申
付
け
て
い
る
（
史
料
一
、
一
八

一
頁
）
。
能
登
一
門
の
太
守
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
は
ま
だ
木
炭
の
微

収
す
ら
自
由
に
な
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
天
正
十
四
年
に
は
羽
咋
郡

の
百
姓
に
し
て
駒
を
隠
す
も
の
が
あ
り
、
利
家
は
三
輪
藤
兵
衛
ら
四

人
の
奉
行
に
命
じ
で
そ
の
吟
味
を
さ
せ
、
　
「
若
又
か
く
さ
せ
於
置
は
、

奉
行
共
為
越
度
協
也
」
と
督
促
し
て
い
る
（
史
料
一
、
三
四
五
頁
）
。
ま

た
、
文
禄
元
年
、
豊
臣
秀
吉
よ
り
渡
海
用
の
軍
艦
建
造
を
命
ぜ
ら
れ

た
に
つ
い
て
、
そ
の
用
材
を
奥
能
登
に
求
め
た
と
き
、
利
長
の
督
促

状
に
、
「
慢
罵
か
く
し
可
罰
瞬
間
、
成
心
心
得
、
入
念
馳
走
だ
に
協
」

と
書
い
て
い
る
（
史
料
一
、
四
五
九
頁
）
。
　
百
姓
が
所
命
の
資
材
を
隠

す
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
自
明
の
こ
と
と
認
め
て
い
る
か
の
ご
と

く
で
あ
る
が
、
農
民
の
消
極
約
な
抵
抗
の
効
果
と
も
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
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加賀藩の十村・村肝煎制度の成立過程（蒋林）

　
し
か
し
何
よ
診
も
年
貢
米
の
未
進
は
藩
に
と
っ
て
竜
つ
と
竜
重
大

事
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
戦
時
に
あ
っ
て
は
そ
の
要
求
は
よ
り
切
実
で

あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
督
促
は
と
博
す
れ
ば
苛
酷
と
な
り
、
往
々
に
し

て
農
民
を
困
窮
に
お
と
し
い
れ
た
。
天
正
十
九
年
、
征
明
役
を
ひ
か

え
て
収
納
の
円
滑
が
も
っ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
き
、
鳳
至
郡
の

村
々
で
は
、
未
進
催
促
の
き
び
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
し
き
り
に
農
罠

が
逃
散
し
た
た
め
、
七
尾
城
代
前
田
安
勝
が
、
在
々
百
姓
中
に
あ
て

て
、
左
の
ご
と
く
申
渡
し
て
い
る
（
史
料
一
、
四
二
四
頁
）
。

　
　
1
　
未
進
分
は
一
切
催
促
し
な
い
。

　
　
2
　
要
求
あ
ら
ば
貸
米
し
て
や
る
し
、
利
足
は
用
捨
す
る
。

　
　
3
　
だ
か
ら
帰
村
し
て
耕
作
に
恵
念
ぜ
よ
。

　
　
4
　
給
人
・
代
宮
・
下
代
以
下
非
分
の
族
が
あ
れ
ば
痕
ち
に
注
進
せ
よ
。

　
年
貢
未
進
・
逃
散
と
い
う
消
極
的
な
抵
抗
が
成
功
し
た
一
例
で
あ

る
が
、
年
貢
完
納
と
夫
役
徴
収
は
扶
持
百
姓
の
最
大
任
務
で
あ
り
、

そ
れ
が
一
般
農
民
と
の
宿
命
的
な
対
立
関
係
を
生
ず
る
ゆ
え
ん
で
あ

っ
た
。
助
村
肝
煎
と
の
関
係

（　
番
頭
・
刀
禰
な
ど
と
い
う
職
名
は
あ
っ
て
も
、
肝
前
…
と
い
う
名
称

は
当
地
の
荘
園
史
料
で
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
村
落
自
治
の
中

核
的
存
在
と
し
て
、
村
肝
量
的
な
長
百
姓
の
存
在
し
た
こ
と
は
疑
い

得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
も
、
初
期
の
領
主
側
の
史
料
に
明
確

に
あ
ら
わ
れ
な
い
の
は
、
村
を
一
つ
の
行
政
単
位
と
し
て
画
一
的
に

掌
握
す
る
の
が
後
れ
た
か
ら
で
は
底
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
肝
煎
と
い
う
文
字
の
最
初
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
次
の
史
料
で
あ

る
（
史
料
一
、
一
一
〇
頁
）
。

　
　
道
下
百
姓
等
被
逐
電
、
所
々
に
有
之
承
認
、
然
者
地
下
人
長
者
肝
煎
早

　
　
々
可
呼
誘
い
、
万
一
兎
角
申
在
所
痴
者
、
急
度
可
申
付
着
也

　
　
　
天
正
九
　
九
月
八
日
　
　
利
　
家

　
　
　
　
　
　
八
ケ
内
道
下
之
内
百
姓
申

　
鳳
至
野
道
下
村
の
百
姓
ら
が
逃
散
し
た
の
で
、
村
の
長
百
姓
に
命

じ
て
帰
村
還
住
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
地
下
人
長
者

肝
煎
」
の
「
肝
煎
」
は
、
動
詞
で
あ
る
か
、
名
詞
で
あ
る
か
は
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
。
た
と
い
名
詞
で
あ
る
と
解
釈
し
た
と
こ
ろ
で
、

後
世
の
ご
と
く
村
肝
煎
を
そ
れ
と
さ
し
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
翌

年
扶
持
を
う
け
た
三
郎
左
衛
門
ら
を
漠
然
と
指
命
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
と
す
れ
ば
、
三
郎
左
衛
門
は
十
村
の
前
身
と
し
て
明
瞭
な
扶
持

百
姓
で
あ
っ
た
か
ら
、
村
肝
前
…
と
の
取
扱
い
上
の
差
異
は
極
め
て
あ

い
ま
い
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
村
肝
煎
の
有
力
な
庵

の
に
扶
持
を
与
え
、
近
郷
の
宰
領
を
兼
務
さ
せ
た
と
解
釈
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
一
応
の
理
解
は
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
前
記
珠
洲
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郡
西
海
郷
の
場
含
の
よ
う
に
、
十
村
級
と
な
ら
ん
で
細
々
の
肝
煎
級

に
も
額
は
少
い
が
扶
持
を
与
え
て
お
り
、
扶
持
百
姓
が
必
ず
し
も
郷

や
組
の
宰
領
に
任
じ
た
と
も
思
え
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
不
均
斉
は
、
　
一
つ
は
地
方
史
料
の
欠
如
か
ら
そ
れ
を

た
し
か
め
得
な
、
い
と
い
う
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
何
よ
り
も

当
時
の
領
主
の
切
実
な
、
性
急
な
要
求
に
基
き
、
時
と
地
域
に
応
じ

た
臨
時
的
な
処
置
と
し
て
扶
持
百
姓
を
つ
く
り
、
そ
の
中
の
何
・
も
の

か
に
郷
・
組
の
支
配
を
命
じ
て
行
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
郷
・
組
内
の
昌
々
の
肝
煎
へ
の
強
糊
力
も
、

後
世
の
ご
と
く
竣
酷
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
十
村
的
な
扶
持
百
姓
と
肝
煎
的
な
長
百

姓
と
の
対
立
関
係
は
史
料
の
上
で
は
あ
ら
わ
れ
て
来
な
い
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
マ
エ

が
、
鳳
至
郡
中
井
村
三
右
衛
門
の
由
緒
書
上
に
は
、
注
意
す
べ
き
記

載
が
あ
る
。

　
　
当
村
年
貢
米
去
年
汐
無
沙
汰
如
何
之
子
細
二
哉
、
如
前
々
肝
煎
二
而
納

　
　
所
望
申
付
協
、
若
違
翻
申
輩
有
之
者
、
可
為
曲
察
、
井
令
扶
持
分
、
他

　
　
の
か
ま
ひ
有
間
卜
者
也

　
　
　
　
天
正
十
二
十
月
昔
七
日
御
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
〒
石
衛
門
口
切
引
へ

　
・
石
に
よ
れ
ば
、
中
井
村
で
は
天
正
十
一
年
以
来
年
貢
未
進
で
あ
っ

た
こ
と
、
三
右
衛
門
が
そ
の
収
納
の
責
任
者
で
あ
る
こ
と
、
及
び
彼

に
与
え
ら
れ
た
扶
持
米
二
〇
俵
の
収
取
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
る
に
、
同
書
に
は
同
じ
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
村
民

が
一
二
右
衛
…
門
の
扶
持
米
を
渡
す
こ
と
を
拒
否
し
た
と
こ
ろ
が
ら
悶
着

を
生
じ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
三
右
衛
門
は
早
速
前
田
安
勝
に
訴

え
、
安
勝
は
ま
た
そ
の
次
第
を
利
家
に
報
告
し
て
指
示
を
仰
い
で
い

る
が
、
そ
の
往
復
文
書
に
よ
る
と
、
安
勝
が
中
井
の
「
わ
き
の
と
う

り
や
う
を
も
仕
肺
百
姓
」
を
七
尾
ま
で
召
喚
し
た
が
そ
れ
に
応
じ
な

い
と
い
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
利
家
は
彼
を
か
ら
め
捕
っ
て
牢
へ
入

れ
て
お
け
、
帰
国
し
て
か
ら
糺
明
す
る
と
返
信
し
て
い
る
。
年
貢
を

未
進
す
る
と
い
う
村
全
体
の
窮
乏
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
総
意
を
代

表
し
て
、
特
権
薫
姓
の
扶
持
米
引
渡
し
を
拒
み
、
城
代
の
召
喚
に
も

応
ぜ
ぬ
「
わ
き
の
と
う
り
や
う
を
竜
仕
協
百
姓
」
と
は
何
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
親
御
を
欠
く
の
で
、
そ
の
実
態
も
結
末
も
明
ら
か
に
は
し

難
い
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
十
村
的
な
も
の
に
対
す
る
村
肝
煎
的

な
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
こ
の
推
定
が
許
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

後
世
の
百
姓
一
揆
に
お
い
て
村
肝
煎
が
多
く
の
場
合
そ
の
指
導
者
と

し
て
先
頭
に
立
つ
た
の
に
対
し
、
十
村
は
通
例
そ
の
襲
繋
の
的
と
な
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つ
た
と
い
う
、
宿
命
的
な
両
者
の
対
立
関
係
を
示
す
、
も
っ
と
も
古

い
史
料
と
し
て
す
こ
ぶ
る
有
意
義
な
事
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

①
　
扶
持
否
姓
に
賦
課
さ
れ
た
任
務
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
一
節
を
設
け

　
て
概
観
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
紙
数
制
限
の
た
め
割
愛
し
た
。
そ
こ
で

　
い
ま
こ
こ
に
そ
の
重
要
項
際
の
み
を
か
か
げ
て
そ
れ
に
代
え
て
お
く
。

　
ω
租
税
及
び
応
急
物
資
の
収
取
・
調
達
。

　
②
領
主
の
軍
事
行
動
へ
の
奉
仕
、
あ
る
い
は
子
弟
の
武
家
奉
公
。

　
㈲
逃
散
百
姓
の
帰
村
三
佐
の
催
促
。

　
ω
荒
地
の
圓
復
、
開
墾
の
奨
励
。

　
⑤
夫
役
の
徴
双
。

　
⑥
蔵
米
の
管
理
と
、
そ
の
搬
繊
。

　
　
な
お
、
こ
れ
ら
の
大
部
分
に
つ
い
て
は
、
中
村
吉
治
氏
が
『
近
世
初
期

　
農
政
史
研
究
』
に
お
い
て
、
加
賀
藩
の
事
例
を
さ
か
ん
に
と
り
あ
げ
、
考

　
察
を
加
え
て
お
ら
れ
る
。

②
　
中
村
吉
治
氏
「
初
期
加
賀
藩
の
田
租
に
就
い
て
」
（
『
中
世
社
会
の
研
究
』

　
四
〇
「
頁
）
。

③
「
能
登
国
文
書
」
（
金
沢
市
立
山
書
館
所
蔵
）
。

④
　

門
加
能
古
文
書
」
六
九
四
頁
。

⑤
美
濃
晃
顧
氏
「
加
賀
藩
初
期
の
対
真
宗
政
策
扁
（
『
能
州
史
叢
』
一
の
二
）
。

⑥
小
田
吉
之
丈
氏
「
口
郡
十
村
土
筆
」
＝
○
頁
以
下
。

　
　
な
お
、
加
賀
地
区
で
は
、
　
一
向
一
揆
の
侍
大
将
の
子
孫
と
自
称
す
る
十

　
村
は
さ
す
が
に
多
く
、
石
用
郡
御
供
田
村
の
土
屋
家
は
土
歴
大
学
、
澗
佐

　
良
村
の
九
兵
衛
は
鈴
木
禺
羽
の
家
老
、
河
北
郡
森
下
村
の
亀
隣
家
は
亀
田

小
三
郎
の
流
れ
と
称
す
る
。

五
　
十
村
の
制
度
化
と
扶
持
百
姓
の
整
理

　
加
賀
藩
十
村
制
度
の
創
始
は
、
慶
長
九
年
と
い
う
こ
と
に
諸
説
が

一
致
し
て
い
る
が
（
史
料
一
、
八
九
六
頁
）
、
・
そ
れ
程
の
重
要
事
項
が

不
思
議
に
も
法
令
と
し
て
見
当
ら
な
い
の
み
か
、
十
村
由
緒
書
上
類

に
は
そ
れ
を
う
た
っ
て
い
て
も
、
任
命
の
印
物
も
発
見
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
い
く
た
の
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。

　
諸
説
の
う
ち
、
　
「
御
定
書
」
に
よ
れ
ば
、

　
　
十
村
と
申
怖
儀
は
、
慶
長
九
年
能
州
奥
郡
へ
本
保
与
次
右
衛
門
罷
下
砺

　
　
処
、
折
々
よ
り
其
所
に
大
百
姓
共
御
用
梱
勤
旛
へ
共
、
向
後
は
十
村
と

　
　
名
を
改
、
百
姓
共
に
支
配
可
申
付
之
旨
に
て
穏
極
二
二

と
あ
り
、
　
「
河
合
録
」
に
は
こ
れ
を
「
旧
記
」
と
し
て
採
用
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
書
に
は
、
十
村
と
い
う
名
9
が
慶
長

九
年
以
前
に
は
な
か
っ
た
と
い
い
、
あ
る
い
は
あ
っ
た
と
い
い
、
諸

説
区
々
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
村
肝
前
…
・
村
肝
前
…
と
は
っ
き
り
し
た

か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
る
の
は
管
見
で
は
寛
永
以
後
で
あ
る
が
、
慶
長

十
三
年
に
は
、
職
名
は
十
こ
組
頭
肝
煎
・
十
村
組
之
肝
煎
な
ど
と
一

定
し
な
い
が
、
十
村
組
と
い
う
名
称
と
そ
の
機
能
は
、
法
令
の
上
に

明
快
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
史
料
二
、
三
六
頁
）
。

59　（677＞



　
郷
・
庄
・
組
と
区
画
の
名
称
が
区
女
で
あ
っ
た
の
は
、
前
に
も
の

べ
た
よ
う
に
、
中
世
の
荘
園
の
区
画
を
そ
の
ま
ま
踏
駕
し
た
た
め
で

あ
り
、
そ
の
お
の
お
の
の
統
轄
の
仕
方
も
、
地
域
に
よ
る
差
異
を
そ

の
ま
ま
認
め
て
い
た
こ
と
と
思
う
。
そ
れ
を
慶
長
九
年
と
い
う
年
に
、

一
挙
に
画
一
的
な
十
村
制
度
に
切
替
え
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
し

て
も
、
こ
0
頃
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
、
地
方
行
政
組
織
の
改
革
を

行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
理
由
は
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
、
ま
ず
当
時
の
一
般
情
勢
か
ら
み
て
行
こ
う
。

　
慶
長
五
年
夏
関
が
原
合
戦
で
天
下
の
帰
趨
は
定
ま
り
、
東
軍
に
く

み
し
た
前
田
家
も
ま
ず
ま
ず
安
泰
と
の
発
通
し
も
つ
い
た
。
そ
こ
で

戦
後
の
領
内
統
治
の
た
め
に
利
長
が
次
た
と
行
っ
た
施
策
を
あ
げ
る

と
、
　
ま
ず
同
六
年
五
月
に
一
九
ヵ
条
の
治
安
法
令
を
下
坐
し
（
史
料

一
、
八
三
九
頁
）
、
翌
七
年
三
月
に
は
さ
ら
に
逃
散
百
姓
に
関
す
る
九

力
演
を
追
‘
加
し
た
（
史
料
一
、
八
五
一
頁
）
。
　
η
て
し
て
、
翌
八
年
十
二

月
に
代
官
ら
の
非
分
に
関
す
る
戒
告
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
郷
村
の

治
安
や
逃
散
防
止
に
そ
の
必
要
を
認
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
史
料
一
、

八
七
〇
頁
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
注
冒
を
要
す
る
の
は
、
慶
長
八
年
六
月
よ
り
練
役
回

の
・
取
立
を
創
始
し
た
こ
と
で
（
史
料
一
、
八
七
九
頁
）
、
「
真
館
氏
覚
書
」

こ
よ
る
と
、

　
　
一
、
慶
長
八
年
六
月
よ
り
、
百
姓
一
軒
に
役
銀
三
匁
充
特
立
、
駒
之
奉

　
　
　
行
宮
本
覚
兵
爾
・
石
川
茂
平
・
宮
崎
太
左
循
門
判
印
二
三
磁
、
村
切

　
　
　
に
相
渡
す
、
土
百
姓
何
回
何
鮮
与
書
記
怖
故
、
回
外
は
下
首
姓
之
趣

　
　
　
に
而
、
役
銀
筆
立
不
申
憾

　
さ
ら
に
、
　
「
能
登
文
書
し
に
は
そ
の
一
例
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
能
州
鹿
島
郡
之
内
　
家
付
之
切
手
の
事
、

　
　
　
合
二
拾
一
闘
者
　
瓦
之
段
落
、

　
　
右
之
家
上
中
下
、
内
輪
と
し
て
相
定
．
可
致
御
役
義
藩
也
、
傍
如
件
、

　
代
官
ら
の
非
分
の
第
一
は
百
姓
の
不
当
使
役
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

は
代
官
ら
へ
の
取
締
り
の
強
化
で
防
ぎ
得
て
も
、
藩
の
夫
役
徴
収
は

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
百
姓
の
逃
散
や
他
国

流
出
の
原
因
で
あ
っ
た
と
観
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
れ
を
軽
減

す
る
た
め
に
紅
血
銀
の
登
場
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
下
百
姓
を
そ

の
対
象
外
と
し
て
除
外
し
て
い
る
点
か
ら
し
て
、
百
姓
身
分
が
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
法
定
さ
れ
、
　
「
役
之
家
」
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
こ
れ
が
加
賀
藩
に
お
け
る
役
屋
の
設
定
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
下

役
銀
の
制
定
と
十
村
の
制
度
化
と
の
関
係
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

小
物
成
銀
の
堂
舎
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
小
物
成
の
制
度
化
は
元

和
二
年
で
あ
る
が
、
そ
の
初
見
は
天
正
十
年
の
カ
キ
ト
リ
役
（
船
税
）
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え
の
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
い
ま

で
、
鹿
島
郡
鰻
臼
村
（
能
登
島
）
の
豪
農
草
間
が
、
畠
山
氏
以
来
の
由

緒
を
も
っ
て
徴
収
を
許
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
洋
間
は
慶
長

九
年
以
降
十
村
を
つ
と
め
た
家
柄
で
あ
っ
た
と
い
う
。
爾
後
熊
掌
・

綿
な
ど
の
現
物
上
納
か
ら
、
駒
銭
・
山
役
・
河
役
と
年
を
追
っ
て
史

料
が
あ
ら
わ
れ
る
が
（
史
考
、
四
四
六
頁
）
、
侍
代
官
な
ど
で
は
と
か
く

村
方
の
負
担
が
大
き
く
、
そ
の
上
引
負
な
ど
不
正
の
生
じ
や
す
い
の

を
考
慮
し
て
か
、
た
と
え
ば
駒
銭
の
場
合
、
　
「
上
使
に
て
出
し
昨
へ

は
村
の
測
距
造
作
協
条
」
　
「
地
下
の
き
も
い
り
と
し
て
百
姓
共
」
の

任
務
と
す
る
（
史
料
一
、
三
七
八
頁
）
と
い
う
方
針
が
立
て
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
が

元
和
二
年
の
福
野
村
の
「
苦
竹
運
上
極
」
に
十
村
組
を
徴
収
の
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
し
、
十
村
を
そ
の
主
附
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
具
体
化
で
、
後

世
改
・
作
法
戒
就
の
あ
か
つ
き
に
お
い
て
、
小
物
成
銀
は
「
十
村
毒
煙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

之
上
二
而
指
引
於
有
之
者
其
通
可
出
者
也
」
と
規
定
さ
れ
た
が
、
そ

の
前
例
は
、
早
く
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
物
成
銀
よ
り
広
汎
で
、
役
屋
の
設
定
と
い
う
よ
う
な
重
要
な
意
義

を
有
す
る
棟
役
銀
の
制
定
が
、
い
わ
ゆ
る
十
村
草
創
の
直
接
の
動
機

と
な
っ
た
と
考
え
為
こ
と
に
無
理
は
な
い
と
考
え
る
。

　
御
扶
持
人
十
村
の
名
義
は
、
承
応
二
年
に
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
が
、

実
質
的
に
は
そ
れ
ま
で
に
も
さ
ら
に
多
く
の
扶
持
百
姓
が
十
村
肝
前
…

な
い
し
村
肝
煎
と
し
て
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
村
肝
煎

の
制
度
化
は
、
当
然
こ
れ
ら
扶
持
蕎
姓
の
整
理
を
必
要
と
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
機
会
を
与
え
た
の
が
元
和
二
年
な
験
し
同
六
年
の
領

内
総
検
地
で
あ
っ
た
。

　
慶
長
・
元
和
の
役
は
、
前
田
家
の
位
置
を
い
よ
い
よ
不
動
の
も
の

と
し
た
。
十
村
を
制
度
化
し
た
利
長
は
す
で
に
死
し
、
三
代
利
常
の

時
代
と
な
っ
て
い
る
。
幕
藩
と
も
に
共
通
の
課
題
で
あ
っ
た
戦
後
経

営
・
諸
制
度
整
備
の
時
節
を
迎
え
、
前
代
の
遺
制
を
改
廃
・
充
実
す

る
に
は
、
も
っ
と
も
適
任
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
戦
時
中
は
、
膨
張
し
た
戦
費
・
資
材
の
調
達
や
夫
役
の
強
要
の
た

め
、
郷
村
の
動
向
も
と
か
く
お
だ
や
か
な
ら
ず
、
藩
は
例
に
よ
っ
て

代
官
ら
の
非
分
を
軽
し
め
る
と
と
も
に
、
前
述
の
ご
と
く
一
向
坊
主

を
人
質
と
し
た
よ
う
に
、
在
女
所
次
よ
り
長
百
姓
を
人
質
と
し
て
金

沢
に
詰
め
さ
せ
、
二
人
扶
持
を
与
え
る
と
い
う
よ
う
な
非
常
手
段
ま

で
用
い
て
い
る
（
史
料
二
、
二
六
五
頁
）
。
　
大
坂
落
城
後
は
戦
後
の
処

概
と
し
て
民
生
の
安
定
・
財
政
の
整
備
を
目
的
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
措

置
を
い
ち
早
く
と
っ
て
行
っ
た
が
、
と
く
に
露
立
つ
も
の
を
あ
げ
る

と
、
元
和
元
年
十
一
月
に
代
官
・
奉
行
・
下
代
ら
の
収
納
時
の
心
得
、

収
納
蔵
の
管
理
・
大
津
登
米
の
処
澄
な
ど
に
つ
い
て
の
諸
法
規
を
定
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め
（
史
料
二
、
三
五
九
頁
）
、
同
年
十
二
月
に
は
百
姓
の
照
畠
売
買
・

人
身
売
買
・
他
国
出
稼
な
ど
に
つ
い
て
の
禁
令
を
発
し
て
い
る
（
史

料
二
、
三
六
二
頁
）
。
　
そ
し
て
、
そ
の
翌
二
年
に
は
、
領
内
総
検
地
に

着
手
し
た
の
で
あ
る
。

　
元
和
検
地
に
つ
い
て
は
そ
の
条
令
も
あ
り
　
（
史
料
二
、
三
七
六
頁
）
、

各
村
に
は
そ
の
結
果
と
し
て
耐
湿
に
石
高
を
記
し
て
与
え
た
打
渡
状

が
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
相
当
広
範
囲
に
実
施
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。

こ
と
に
奥
能
登
の
西
海
郷
の
ご
と
く
、
海
崖
に
村
落
が
散
在
す
る
よ

う
な
地
域
で
は
、
通
馬
一
括
し
て
取
扱
っ
て
い
た
天
正
期
の
検
地
に

比
し
て
、
一
村
毎
に
実
施
し
て
行
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
進
歩
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
検
地
帳
は
一
冊
も
残
っ
て
い
な
い

の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
の
で
な
い
の
は
遺
憾
で

あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
の
課
題
た
る
扶
持
及
び
扶
持
百
姓
の
整
理
に

関
し
て
は
、
元
和
検
地
が
好
機
と
な
っ
た
こ
と
に
は
徴
証
が
あ
る
。

　
ま
ず
一
例
を
あ
げ
よ
う
。
柑
神
村
弥
六
の
書
上
の
一
節
に
次
の
ご

と
き
記
述
が
あ
る
。

一
、
元
利
弐
年
御
検
地
之
時
分
、
横
山
山
城
殿
御
吟
味
一
一
、
能
州
御

扶
持
人
二
は
つ
れ
申
御
扶
持
高
之
由
二
而
、
弐
拾
俵
高
談
召
上
、
一
二

拾
俵
高
慶
安
三
年
猫
被
為
下
墨
怖
得
共
、
是
以
後
　
御
印
は
頂
戴
不

　
　
　
仕
、
一
二
代
冒
弥
六
も
御
扶
持
姉
似
面
恥
、

　
弥
六
の
扶
持
を
与
え
ら
れ
た
事
情
と
、
そ
の
減
額
に
つ
い
て
は
、

前
に
の
べ
た
が
（
注
三
の
④
）
、
　
元
和
ま
で
に
、
す
で
に
五
〇
俵
と
な

っ
て
い
た
の
を
、
さ
ら
に
二
〇
俵
減
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
い
ま
一
例
西
海
郷
の
場
合
を
あ
げ
よ
う
。

　
　
　
　
大
納
言
様
澄
筆
下
怖
御
扶
持
方
之
事

　
　
　
一
、
拾
　
石
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
村
　
頼
兼

　
　
　
寿
氏
子
様
之
御
知
行
二
而
御
座
協
故
、
寛
永
七
年
迄
被
下
帖
、
岡
八

　
　
　
年
β
御
公
領
二
罷
成
、
七
石
五
斗
三
下
恥
、
則
御
印
御
座
協
、

　
　
　
一
、
捨
　
石
　
　
　
　
　
　
　
仁
江
村
　
友
爽

　
　
　
但
元
憩
元
年
迄
裁
下
幡
得
共
、
同
二
年
汐
寛
永
五
年
二
七
石
五
斗
二

　
　
　
罷
成
、
同
六
年
多
門
治
郎
右
衛
門
殿
御
取
上
被
成
、
今
程
巨
樹
唱
酬

　
　
　
下
妬
、
則
御
印
御
座
恥
、

　
　
　
一
、
五
　
石
　
　
　
　
　
　
　
　
真
浦
村
　
孫
右
衛
門

　
　
　
但
元
和
元
年
迄
被
下
協
得
共
、
今
程
少
茂
不
学
下
協
、
則
御
印
御
座
砺
、

　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

　
以
下
長
橋
村
末
光
・
馬
…
諜
村
常
俊
が
こ
れ
と
同
文
で
名
を
連
ね
て

い
る
。
右
の
う
ち
、
大
谷
村
頼
兼
は
利
常
の
生
母
悪
事
院
の
知
行
所

で
あ
っ
た
因
縁
で
寛
永
七
年
ま
で
は
そ
の
ま
ま
、
翌
年
収
公
さ
れ
て

も
と
も
か
く
も
七
石
五
斗
の
御
扶
持
人
十
村
と
し
て
残
さ
れ
た
が
、

友
典
は
寛
永
七
年
に
は
扶
持
も
十
村
役
も
没
収
さ
れ
、
正
保
四
年
に
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は
清
水
・
片
岩
両
村
を
分
出
し
た
残
り
の
仁
江
村
の
肝
前
｛
と
し
て
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
扶
持
の
没
収
、
あ
る
い
は
減
額
を
う
け

た
も
の
で
も
、
十
村
肝
煎
を
つ
と
め
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
重
い
役

柄
か
ら
扶
持
と
は
劉
箇
に
役
料
支
給
の
方
途
を
講
ず
る
必
要
が
生
じ

た
。
そ
れ
が
鍬
米
の
綱
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
和
二
年
十
二
月
、

「
加
州
四
郡
高
女
所
々
与
頭
之
肝
煎
扶
持
」
と
し
て
、
そ
の
組
中
か

ら
鍬
一
丁
に
米
二
升
ず
つ
を
徴
収
す
る
制
度
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
（
史
料
二
、
三
九
三
頁
）
。
加
州
と
あ
る
が
、
能
登
・
越
中
で
も
、

同
流
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
鍬
一
丁
」
と
は
、
一

五
歳
よ
り
六
〇
歳
ま
で
の
男
子
を
さ
し
た
の
で
あ
る
が
、
や
た
ら
に

濫
発
し
た
利
家
以
来
の
扶
持
を
減
額
・
没
収
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

分
を
農
民
に
肩
代
り
さ
せ
る
と
い
う
巧
妙
な
改
革
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。　

さ
ら
に
、
　
「
河
合
録
」
に
あ
げ
ら
れ
る
諸
説
の
う
ち
、
左
の
一
項

を
こ
の
際
注
醸
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
、
鍬
役
米
、
分
役
は
一
家
内
取
立
不
申
、
村
肝
煎
は
身
当
り
不
取
立
、

家
肉
目
三
分
取
立
い
事
　
（
史
料
旧
二
、
　
一
こ
九
山
ハ
習
貝
）

す
な
わ
ち
、
新
田
裁
許
・
山
廻
役
な
ど
分
役
の
も
の
は
家
内
全
員
、

村
肝
煎
は
本
人
の
み
免
除
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
村

肝
煎
の
特
権
を
示
す
最
初
の
史
料
で
あ
る
が
、
鍬
米
制
定
に
附
帯
し

て
村
肝
煎
の
特
権
が
設
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
十
村
・
村
肝
煎

の
分
化
に
つ
い
て
の
領
主
的
措
置
と
し
て
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

③
　
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
夫
役
の
廃
止
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
棟
役

　
銀
は
そ
の
一
部
を
銀
納
化
し
た
も
の
で
、
夫
役
は
慶
長
十
五
年
号
釜
っ
て

　
銀
納
化
さ
れ
た
。
そ
れ
が
央
銀
で
あ
る
（
史
料
二
、
七
四
頁
）
。
　
榛
役
銀

　
　
の
終
末
は
開
ら
か
で
は
な
い
が
、
寛
永
頃
二
二
銀
と
な
っ
た
の
で
は
な
い

　
　
か
と
思
わ
れ
る
。
長
家
領
鹿
島
半
郡
で
は
、
寛
永
五
年
に
其
を
徴
収
し
た

　
ら
し
く
、
そ
の
た
め
の
人
別
帳
が
残
っ
て
い
る
（
注
二
の
④
）
。
　
つ
い
で

　
　
な
が
ら
、
安
良
城
盛
昭
氏
は
、
「
太
閤
検
地
の
基
調
と
役
屡
設
定
の
本
質
」

　
（
『
鷹
史
学
研
究
』
二
二
一
習
万
）
に
お
い
て
、
　
「
役
屋
」
数
の
固
定
は
「
役

　
屋
」
の
園
定
で
は
な
い
と
い
う
見
解
の
根
拠
と
し
て
、
元
禄
八
年
の
家
高

　
　
に
関
す
る
十
村
の
上
申
を
引
服
し
て
お
ら
れ
る
が
、
加
賀
藩
の
鶏
糞
設
定

　
　
の
起
源
を
み
れ
ば
、
そ
れ
は
自
明
の
理
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
②
若
林
「
雄
谷
家
と
そ
の
所
蔵
文
書
扁
（
『
石
川
県
羽
咋
郡
旧
福
野
潟
周
辺

　
綜
合
調
査
報
告
護
』
所
載
）
。

③
改
作
法
成
就
の
後
、
村
々
へ
草
高
・
免
・
玄
米
・
夫
銀
・
小
物
成
等
を

　
　
記
載
し
た
藩
主
の
印
物
を
下
附
し
、
そ
れ
を
村
御
印
と
称
し
た
が
、
そ
れ

　
　
に
は
必
ず
こ
の
交
言
を
記
入
し
て
い
る
。

　
④
　
和
島
俊
二
氏
「
近
世
村
落
の
成
立
－
能
登
西
海
郷
の
場
合
」
（
『
北
陵

　
　
史
学
』
第
四
号
）
。
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む
　
　
す
　
　
び

　
藩
政
初
期
に
お
い
て
、
村
肝
煎
の
実
態
を
史
料
の
上
で
掘
慰
す
る

こ
と
の
困
難
な
こ
と
は
、
す
で
に
前
に
の
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
れ

は
史
料
そ
の
も
の
の
欠
如
に
も
よ
る
が
、
一
つ
に
は
領
主
の
地
方
支

配
の
仕
方
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
た
だ
一
応
の
見
通
し
と
し
て
は
、

慶
長
九
年
の
十
村
肝
煎
の
制
度
化
は
当
然
村
肝
煎
の
制
度
化
を
と
も

な
い
、
元
和
の
一
村
切
の
検
地
で
は
、
扶
持
百
姓
の
整
理
と
と
も
に

村
肝
煎
の
画
一
的
設
澱
が
促
さ
れ
、
十
村
役
料
と
し
て
鍬
米
の
制
を

採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
村
肝
煎
は
「
身
当
り
不
取
立
」
と
い
う

処
置
を
竜
っ
て
、
そ
の
特
権
を
附
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う

筋
道
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
い
う
な
れ
ば
村
の
発
展
の
問
題
が
あ
る
。
太
閤
検
地
を
契

機
と
す
る
小
農
民
自
立
の
推
進
は
、
も
と
も
と
そ
う
し
た
農
民
自
体

の
発
展
を
、
新
政
権
が
上
か
ら
と
ら
え
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る

が
、
本
稿
に
お
い
て
、
天
正
二
十
年
の
能
登
部
上
村
の
水
帳
で
も
そ

の
傾
向
の
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
史
料

の
関
係
で
、
そ
の
具
体
的
な
検
証
は
困
難
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
珠

洲
若
山
の
山
村
南
山
村
で
も
、
寛
永
八
年
に
豪
農
南
山
の
失
脚
、
地

の
者
の
解
放
、
同
九
年
に
は
白
滝
・
湖
巻
両
村
の
分
立
と
い
う
大
変

　
　
　
　
　
　
①

動
を
生
じ
て
い
る
。
隣
接
地
域
に
あ
る
時
国
家
が
、
隷
農
主
経
営
を

維
持
拡
大
し
て
行
っ
た
と
い
う
例
も
あ
る
の
で
、
南
山
家
の
場
合
は

特
殊
な
事
例
で
あ
る
か
竜
知
れ
な
い
が
、
先
進
地
域
で
は
豪
農
の
分

解
・
隷
農
層
の
本
百
姓
化
・
新
村
の
設
立
は
、
さ
ら
に
早
く
、
三
つ

と
普
及
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
口
能
登
の
鹿
島
郡
池
崎

村
で
は
、
承
応
三
年
百
姓
数
一
七
人
で
、
三
三
石
生
斗
余
を
全
く
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
ち

等
に
所
持
し
て
い
る
が
、
古
く
は
兵
衛
様
・
垣
内
様
の
二
軒
の
草
分

百
姓
が
多
数
の
地
の
者
を
隷
属
せ
し
め
て
豪
農
経
営
を
行
っ
て
い
た

が
、
一
向
一
揆
の
余
波
を
う
け
て
没
落
し
た
と
こ
ろ
、
前
田
氏
が
入

国
し
た
際
、
そ
の
後
へ
他
所
か
ら
入
村
せ
し
め
た
百
姓
の
子
孫
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

こ
の
一
七
人
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
草
分
両
家
の
旧
隷

農
の
う
ご
き
は
、
史
料
を
欠
く
た
め
に
追
究
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
こ
の
よ
う
な
入
百
姓
自
体
が
、
草
分
両
家
の
ご
と
き
豪
農
で
は

な
く
、
均
等
の
中
農
層
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
，
少
く
と
馬
小
農

民
自
立
へ
の
方
向
を
示
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
天
正
以
来
熱
心
に
奨
励
し
た
新
田
の
開
発
も
、
村
の
新
し

い
う
ご
き
を
も
た
ら
す
屯
の
で
あ
っ
た
。
小
農
民
自
立
の
機
会
も
こ

れ
に
よ
っ
て
可
能
性
を
増
加
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
新
村
の
設
立
も
こ
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れ
に
よ
っ
て
促
さ
れ
、
小
百
姓
の
分
出
は
活
発
化
し
た
筈
で
あ
る
。

役
回
の
設
定
や
鍬
役
米
の
制
定
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
農
艮
の
う
ご

き
、
村
の
発
展
を
前
提
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
、
漠
然
と
郷
・
組
の
掌
握
を
目
ざ
し
、
そ
の
地
域
の
豪

農
（
十
村
的
な
）
を
扶
持
百
姓
と
し
て
と
ら
え
る
段
階
か
ら
、
画
一
的

に
村
を
地
方
行
政
の
最
小
単
位
と
し
、
そ
の
支
配
者
と
し
て
村
肝
煎

を
し
っ
か
り
と
掌
握
す
る
段
階
へ
の
政
策
の
転
換
が
、
十
村
の
制
度

化
か
ら
元
和
検
地
に
か
け
て
行
わ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
を
十

村
肝
煎
と
村
肝
煎
の
分
化
と
筆
者
は
み
る
の
で
あ
る
。

　
寛
永
期
を
前
提
期
間
と
す
る
改
作
法
の
施
行
は
、
こ
の
政
策
の
最

後
的
段
階
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

稿
を
新
た
に
し
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

①
　
和
島
俊
二
氏
「
能
登
若
山
荘
の
土
豪
南
出
氏
」
（
『
北
陸
史
学
』
翔
刊
号
）

②
　
小
田
吉
之
丈
氏
生
前
の
談
話
に
よ
る
。
　
な
お
、
　
有
賀
喜
左
衛
門
氏
の

　
　
『
日
本
家
族
制
度
と
小
作
側
度
』
に
お
け
る
池
崎
村
の
記
述
は
、
小
田
氏

　
　
の
談
話
に
よ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
六
一
頁
以
下
）
。

執
隠
者
紹
介

河
　
地
　
重
　
造

若
林
醤
三
郎

助
　
田
　
一
　
郎

西
　
川
嘉
男

池
田
源
太

直
木
孝
次
郎

勝
藤
　
　
　
猛

浅
秀
　
　
　
正

大
阪
市
立
大
学
助
教
授

金
沢
大
学
助
教
授

京
都
大
学
大
学
院
学
生

京
都
大
学
学
生

禁
良
学
芸
大
学
教
授

大
阪
市
立
大
学
助
教
授

京
都
大
学
助
手

同
志
祉
大
学
助
教
授

　
　
史
学
研
究
会
＋
月
例
会
予
告

昂
　
晦
　
　
十
月
三
観
（
土
曜
属
）
午
後
一
時
よ
り

場
　
所
　
　
京
都
大
学
文
学
部
　
第
一
教
室

講
師
　
演
題

　
祉
会
運
動
と
し
て
み
た
米
騒
動
（
大
正
七
年
）

　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徹

　
ア
メ
リ
カ
革
命
丁
と
農
民
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
津

来
聴
歓
迎
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The　Problems　of‘Shih’（士）ln　the　Pre－ch‘in　Period

by

Jaz6　Kawachi

　　There　was　the　funda，　mental　social　order　which　conslsted　of　two

ranks，　Shih（士）and　Shll，（庶）in　the　pre－modern　China、　Shih　means

nobles，　or　mandarins　or‘the　bool〈一readers　class’．　a　social　rank　by

which　they　were　opposite　to　the　common　people　o£　the　governed　as

the　goveming　class、　Back　to　the魚η（漢）dynasty，　however，　the

oMcials　shou！d　be　Shih，　and　all　common　people　were　given　chiteh

（eqkg一）　in　certain　grades　which　might　mean　the　rank　of　Shih．　This

apparently　curious　social　order　would　be　understood　by　tracing　the

genealogy　of　Shih　’　s　idea．　ln　the　old　period　of　city－states．　Shih　seems

tQ　have　been　members　of　the　clan　which　were　members　of　l（邑）

（city－stac　tes），　rulers　of　the　subject　clan　or　Min　（Ee），　and　had　the

right　to　be　warriors．　In　the　process　through　which　Min（民）grew

up　to　tfte　independent　peasantry　ic　nd　the　rullng　system　of　1　（pt）　was

collapsing，　the　centralized　territorlal　state　gr．asped　and　re－orgcftnized

ftc　s　new　state－members　the　wlaole　peasantry　as　well　as　the　official

class．　The　word　which　meac　nt　the　ideftc　of　rank　Shih　was　differen－

tlated　and　established　into　the　new　substances，　and　was　transformed

into　various　meac　nings　free　from　the　idea　of　rank．　Then，　to　try　to

trace　the　differentiation　o£　Shih‘s　idea　may　be　a　clue　for　judging　a

unlque　character　and　historical　stand　of　the磁π（漢）Empire．

The　Formation　of　the　Tomura，Mura一

llimoiri（十村・村肝煎）System　in　the

Kaga（力噴）Clan

by

Kisabur6　Wakabayashi

　　We　understand　the　agricultural　policy　in　the　I〈aga（加賀）clan　as

established　by　executiagも｝ユe　rev墨sed　law（改作法）in　the　Keian－Meire7ei

σ憂安～明暦）period，　and　hereafter　as　its　complete　organization，　develoP－

ment，　and　revision．　Then，　the　Tomze？・α，搬磁一」獲規。疹7乞（十村・村肝煎）

sys＃em　the　charcacteristic　of　which　was　as　a　form　of　governing　the
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villages　also　might　be　completed　as　a　premise　of　executing　the　revised

law．　This　system　was　estE　blig，　hed　in　the　’following　three　periods，　（1）

　Tenslzo　9～1（bicho　9　（天正9一慶長：9），　（fronl　tlle　period　of　governing

Go（郷）or　I〈umi（組）by　grasping　Fiechi－ffyaleush∂（扶持資姓）to　the

　est亀blishme且t　of　Tomi〃・ale’i7noi・ri　（十村肝煎）and　Tomu2・afeumi　（S一準寸組），

（2）1〈eicho　9～Gennα　6，（慶長9～元和6），　the　arrac　ngement　of　the　early

Fitcltihyαfeuslzo　and　di鉦erenti寂tion　of　To’inu7・a　（十村）　and　Mu　ra　leimoi7・i

（村肝煎），③1〈an‘ei～Kei　an－Meirelei（寛永～慶安・明暦），（the　prepar－

ing　perlod　for　the　revised　law，　and　the　complete　organization　and

、strengthening．of　Tomu’ra　（十村）system）．　In　this　article　about

thirty負ve　yea．　rs　are　to　be　discussed　ffom　Toshiie躍aeda‘s　（前田利家）

entering　into　IVヒ）to　（能登）　to　Genna－E7nbu（元不「1～｛匿嚢t），　the　fi　1’st　a簸d

second　period　in　the　above－me“tioned　division．　ln　the　warring　period

from　Toshinaga　（if’lj－／tZ）　the　Second　to　Toshitsune　（pt’t・lfi）　the　Third

the　question　is　in　the　way　how　the　subject　people　tal〈e　serious，

actual，　and　sometimes　urgent　require　of　the　lord．　Therefore　we　will

study　the　duty　of　the　chief　vMagefarmers　who　were　given　rftc　tion，

and　the　relat三◎110f　I〈yuni2z（給人）or　Daileαn（代官）who　were　nlade

for　doing　its　duty　against　general　peasantry；　so，　tlae　process　of　inte－

grating　into　the　To　mu　ra，腋ui’alei7noii’i（十，1：ij’・村’肝煎）system　the　small

farmers　who　were　going　to　be　independent，　on　the　bac　sis　of　the

developing　reac　lity　in　the　viliages．

The　Constructin　of　Constantinopolis　and

its　lmportance

by

Ichir6　Nitta

　　’ll］he　constfuction　of　a　new　caplt’al　by　Constantinus，　along　wlth　the

authoriza，　tion　of　Christiac　nity　by　him，　must　be　marked　a，　s　the　rriost

important　event　that　changed　the　later　Roman　Empire　and　the　Ett－

ropean　world．

　　There　is　no　established　theo1’y，　however，　abogtt　the　reic　son　why　the

constructiop　of　the　new　capital　wac　s　to　be　planned；　one　is　on　the

stand　of　studying　it　tmder　the　milita．　ry，　geographlcftc　l，　a‘nd　political

circumstances，　the　other　insisted　the　necessity　of　studying　the　reli－

gious　aspect，　grasping　its　construction　in　the　serious　relation　of　the

city　of　Rome．
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